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              紀美野町第３回定例会会議録 

              平成２０年９月１１日（木曜日） 

 

○議事日程（第１号） 
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           の認定について 
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           定について 
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           の認定について 

第１１ 議案第７６号 平成１９年度紀美野町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認 

           定について 

第１２ 議案第７７号 平成１９年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計歳 
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－２－ 
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第１８ 議案第８３号 紀美野町税条例の一部を改正する条例について 

第１９ 議案第８４号 紀美野町保育所条例の一部を改正する条例について 

第２０ 議案第８５号 紀美野町土地開発公社定款の一部を改正する条例について 

第２１ 議案第８６号 紀美野町道路線の廃止について 

第２２ 議案第８７号 工事請負契約の締結について 

           （平成２０年度町道谷線道路改良工事（第１工区）） 

第２３ 議案第８８号 平成２０年度紀美野町一般会計補正予算（第４号）について 

第２４ 議案第８９号 平成２０年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

           １号）について 

第２５ 議案第９０号 平成２０年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予 

           算（第２号）について 

第２６ 議案第９１号 平成２０年度紀美野町老人保健事業特別会計補正予算（第３ 

           号）について 
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           号）について 
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開 会 

○議長（美野勝男君）    皆様、おはようございます。 

  早朝よりご苦労さまでございます。 

  規定の定足数に達しておりますので、ただいまより平成２０年第３回紀美野町議会定

例会を開会します。 

               （午前 ９時００分） 

 

○議長（美野勝男君）    これから本日の会議を開きます。 

  本日の日程はお手元に配付のとおりです。 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（美野勝男君）    日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定によって、１３番、杉野米

三君、１４番、鷲谷禎三君を指名します。 

◎日程第２ 会期の決定について 

○議長（美野勝男君）    日程第２、会期の決定の件を議題とします。 

  議会運営委員長から審査結果の報告を願います。 

  議会運営委員長、加納国孝君。 

              （議会運営副委員長 加納国孝君 登壇） 

○議会運営委員長（加納国孝君）    議会運営委員長報告。 

  去る９月５日、議会運営委員会を開催いたしましたので、その結果について、ご報告

いたします。 

  会期は、本日から３０日までの２０日間とし、再開日は１９日、２５日、及び３０日

と決定いたしました。 

  議事日程につきましては、配付しております議事予定日程表のとおりであります。 

  なお、決算の認定につきましては、質疑を経過した後、決算審査特別委員会に付託し

たいと思います。 

  次に、一般質問の通告は、９月１２日、金曜日の午後３時までといたします。 

  次に、全員協議会を、９月１１日、木曜日、本会議終了後開催いたしたいと思います。 

  次に、総務文教常任委員会を、９月１６日、火曜日、午前９時３０分から、産業建設

常任委員会を、９月１７日、水曜日、午前９時３０分から開催したいと思います。 
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  また、決算審査特別委員会は、９月１９日、本会議終了後開催したいと思います。 

  次に、広報編集委員会を、９月２５日、本会議終了後開催したいと思います。 

  なお、議事の進行上、日程を順次繰り延べる場合もありますので、よろしくお願いし

ます。 

  以上で報告を終わります。 

              （議会運営委員長 加納国孝君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    お諮りします。 

  本定例会の会期は、ただいま報告のとおり、本日から９月３０日までの２０日間とし

たいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、本定例会の会期は、本日から９月３０日までの２０日間と決定しました。 

◎日程第 ３ 諸般の報告について 

○議長（美野勝男君）    日程第３、諸般の報告を行います。 

  監査委員から、例月出納検査結果に関する報告、及び健全化判断比率の報告について

が提出されております。 

  お手許に配付のとおりであります。ご了承願います。 

  本定例会に提出された案件は、お手元に配付のとおりです。 

  この際、町長から行政報告の申し出がありましたので、これを許します。 

  町長、寺本君。 

             （町長 寺本光嘉君 登壇） 

○町長（寺本光嘉君）    皆さん、おはようございます。 

  開会に当たりまして、一言ごあいさつ、並びにその後の行政報告を申し上げます。 

  本日ここに、紀美野町議会第３回定例会を招集いたしましたところ、議員各位を初め

関係の皆様方には、何かとご多忙の中をご出席を賜り、まことにありがとうございます。 

  平成２０年度も間もなく上半期を過ぎようとしてますが、その後の行政報告を申し上

げます。 

  まず初めに、ごみ処理の件でございますが、去る７月末日をもって、３１年間お世話

になった吉見地区ごみ処理場を閉鎖いたしました。旧野上町区域のごみについては、８
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月１日から紀の川市内にある民間処理場へ処理を委託し、搬入を開始してから１カ月余

りたちましたが、大きなトラブルもなく、順調に推移をいたしております。住民の方々

にご不便をおかけしないことを第一に考え、収集形態はこれまでと全く変更はしており

ません。自己搬入については、搬入先が遠くなったことによりご迷惑をおかけしている

ことと思いますが、ご理解をいただいているものと考えております。 

  またアルミ缶などの資源ごみにつきましては、吉見地区内の別の場所に仮置き場を設

置し、今までと同様の処理をいたしております。 

  次に、平成１９年度の決算についてでありますが、一般会計では２億３,４００万円

の実質黒字であり、まずまずの決算となりました。先般、監査委員に、詳細にわたり監

査をしていただき、本議会に決算認定の議案を上程しているところであります。 

  また、一昨日新聞で、県内市町村の財政健全化判断比率などが報道されました。実質

公債比率は県下で５番目に高い、２０.１％でありましたが、これをピークとして下が

っていくものであります。今年度当初予算で１億円の繰上償還の予算を認めていただい

ておりますが、さらに来年度も続けて行い、財政健全化を図ってまいりたいと考えてお

るところでございます。 

  また、本議会に上程いたしております一般会計補正予算には、１億２,０００万円の

財政調整基金積み立てと、合併特例基金積み立ても盛り込んでおり、財政基盤の強化に

努めてまいりたいと考えておるところでございます。 

  さて、本年度事業の進捗状況でありますが、昨年度から継続して実施しております総

合運動場リニューアル整備工事も、順調に工事が進んでおります。 

  また、先日開催されました第７０回国民体育大会準備会、第２回総会におきまして、

平成２７年に開催されます第７０回国民体育大会のホッケー会場に、紀美野町総合運動

場が決定をいたしました。 

  また、河北、志賀野簡易水道統合工事谷口橋上部工事、その他各種工事も順調に進ん

でおります。 

  次に、旧美里町における歳計外資金問題につきましては、特別委員会の委員さん方を

初め、紀美野町議会の熱心なご努力に心から敬意を表し、お礼を申し上げたいと存じま

す。 

  町といたしましては、去る６月議会で訴えの提起に係る議案をご可決をいただき、７

月１０日に和歌山地方裁判所へ提訴いたしました。９月２日には第１回目の口頭弁論が
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ありましたが、相手方は公金性について争うとしておりますので、今後は司法の判断と

なるものであります。 

  さて、今期定例議会に上程いたしております議案は、第６９号から第９７号までの２

９件であります。平成１９年度紀美野町一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定につい

ての承認を求める案件が１０件、紀美野町条例の制定についての案件が４件、紀美野町

条例の一部を改正する案件が２件、紀美野町土地開発公社の定款の一部を改正する案件、

紀美野町道路線廃止についての案件、工事請負契約の締結についての案件が、それぞれ

１件、平成２０年度紀美野町一般会計及び特別会計の補正予算が１０件であります。 

  後ほど担当課長よりご説明申し上げますので、十分ご審議の上、原案どおりご可決く

ださいますようお願いを申し上げまして、ごあいさつと行政報告とさせていただきます。 

  ありがとうございました。 

             （町長 寺本光嘉君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    次に、過日総務文教、産業建設、両常任委員会が町内の所

管事務調査を行っていますので、委員長から調査結果について報告願います。 

  総務文教常任委員長、伊都堅仁君。 

              （総務文教常任委員長 伊都堅仁君 登壇） 

○総務文教常任委員長（伊都堅仁君）    総務文教常任委員長報告。平成２０年９月

１１日。 

  去る７月３日に総務文教常任委員会所管事務調査を実施いたしましたので、報告いた

します。 

  執行部から、企画管財課長の同行をいただき、議会からは常任委員７名参加のもと、

公有財産の有効利用について調査をいたしました。 

  今回の調査は、町の建物で、今は利用が少ない、あるいはされていない施設につき現

地調査に参りました。これらの施設は、今後どのような利用もしくは処分ができるもの

か、調査をしました。処分については、各施設の現存建物があり、解体費等を含み、十

分検討しなければならないものと考えます。 

  また、土地はすべて町有地になっておらず、一部民有地のまま現存している場合があ

り、それぞれに合った対応が必要と思われます。全体として、極力維持管理が少ない対

応と、利用されない施設の早急な処分をお願いしたいと思います。 

  また、防災拠点施設として、文化センター横のヘリポート及び真国防災基地のヘリ離
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発着場を見学してきました。調査後の委員会では、担当課長から、町有財産の有効利用

について、管理担当課等と各施設の利用検討計画をしているとのことでした。 

  以上で、委員長報告を終わります。 

              （総務文教常任委員長 伊都堅仁君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    産業建設常任委員長、松尾紘紀君。 

             （産業建設常任委員長 松尾紘紀君 登壇） 

○産業建設常任委員長（松尾紘紀君）    産業建設常任委員長報告。平成２０年９月

１１日。 

  去る７月９日、産業建設常任委員会所管事務調査を実施いたしました。 

  執行部から、建設課長、産業課長を初めとし、各担当課職員の同行をいただきました。

議会からは、議長と常任委員７名参加のもとに、現在計画実施中の、道路及び橋梁、産

業課管轄の生石山の所管事務調査を行いました。 

  町内実施計画路線につきましては、実施中もしくは年度内実施に向けて、順調に進行

していました。 

  サン・リゾートラインについては、現地にて路面の平坦性がなくなり危険なため、補

修維持工事の早急な対応の要求をしました。また、サン・リゾートラインの延伸につい

て、以前から構想されていた道路計画に沿って走行してきましたが、今後も関係機関に

早期計画を要求していきたいとのことでした。 

  生石山の県立自然公園区域の見直しがあり、現地にて担当課から区域の説明を受けま

した。区域としては、ススキの植栽地を中心にして、２種・３種の区域を縮小し、法規

制の緩和をするとのことでした。 

  以上で、委員長報告を終わります。 

             （産業建設常任委員長 松尾紘紀君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    次に、一般質問の通告は、９月１２日、午後３時までに提

出願います。 

  以上で、諸般の報告を終わります。 

◎日程第４ 議案第６９号 平成１９年度紀美野町一般会計歳入歳出決算の認定について 

             から 

◎日程第１２ 議案第７７号 平成１９年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会 

              計歳入歳出決算の認定についてまで一括上程 
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○議長（美野勝男君）    日程第４、議案第６９号、平成１９年度紀美野町一般会計

歳入歳出決算の認定について、日程第５、議案第７０号、平成１９年度紀美野町国民健

康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第６、議案第７１号、平成１９

年度紀美野町国民健康診療所事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第７、議

案第７２号、平成１９年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて、日程第８、議案第７３号、平成１９年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計歳入

歳出決算の認定について、日程第９、議案第７４号、平成１９年度紀美野町老人保健事

業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第１０、議案第７５号、平成１９年度紀

美野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第１１、議案第７

６号、平成１９年度紀美野町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、及び

日程第１２、議案第７７号、平成１９年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会

計歳入歳出決算の認定について、以上９件を一括議題とします。 

  説明を願います。 

  会計管理者、岡本君。 

             （会計管理者 岡本卓也君 登壇） 

〇会計管理者（岡本卓也君）    おはようございます。 

  それでは、恐れ入りますが、議案書１ページをご覧ください。 

  ただいま一括議題とされました議案第６９号から議案第７７号までの説明をさせてい

ただきます。説明は款項について執行額のみ読み上げさせていただきますので、よろし

くご了承いただきたいと思います。 

  なお、本決算につきましては、８月１９日、２０日の両日にわたり、監査委員による

決算審査を実施していただいております。十分ご審査の上、認定いただきますようお願

い申し上げます。 

  それでは、３ページをお願いいたします。 

  議案第６９号  平成１９年度紀美野町一般会計歳入歳出決算の認定について 

  地方自治法第２３３条第３項の規定により、標記決算を別冊により別紙監査委員の意

見書（写）をつけて、議会の認定に付する。 

                 平成２０年９月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  なお、以下議案第７０号から第７７号までの朗読は省略させていただきますので、ご

了承いただきたいと思います。 
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  それでは、別冊の平成１９年度紀美野町決算書、２ページをご覧ください。 

  平成１９年度一般会計歳入歳出決算書の歳入でございます。 

  １款、町税の収入済額は９億６,５１４万８,７８０円、不納欠損額２９０万１,１０

６円、収入未済額４,０４３万９,５５６円となっています。収入は、前年度に比べて７,

６８７万２,０４４円の増額でございます。 

  １項、町民税は、４億３６５万５,５９３円、個人町民税の徴収率は、現年度分９８．

３４％、滞納分は３２.６３％、個人町民税の不納欠損額は１２万２,７０６円となりま

した。前年度に比べ、８,９００万３,２３２円の増額でございます。 

  ２項、固定資産税は４億８,７０４万６９３円、徴収率は現年度分９８．１１％、滞

納分は２１.６５％、不納欠損額は２３９万６,６００円となりました。前年度に比べ、

１,３７６万８,６８１円の減額でございます。 

  ３項、軽自動車税は２,９００万３,７７５円、徴収率は現年度分９６.９３％、滞納

分１９.００％、不納欠損額３８万１,８００円となっています。前年度に比べ、４４万

９,６７５円の増額でございます。 

  ４項、市町村たばこ税は、収入済額４,１３６万７,９６９円となっています。前年度

に比べ、２８９万２,９３２円の減額でございます。 

  ５項、入湯税は、収入済額４０８万７５０円で、これは１９年度からの税でございま

す。 

  ２款、地方譲与税は９,６００万３,０００円、内訳は、１項、自動車重量譲与税７,

１３５万３,０００円、２項、地方道路譲与税２,４６５万円。所得譲与税は、税源委譲

によりなくなりました。 

  第３款、利子割交付金は７５０万１,０００円で、前年度に比べ１５４万９,０００円

の増額でございます。 

  ４款、配当割交付金は６４３万６,０００円、前年度に比べ５２万５,０００円の増額

でございます。 

  ５款、株式等譲渡所得割交付金は４７０万９,０００円、前年度に比べ３７万２,００

０円の減額でございます。 

  ６款、地方消費税交付金は９,４８５万２,０００円、前年度に比べ３０６万４,００

０円の減額でございます。 

  ７款、ゴルフ場利用税交付金は４,４８１万３,２２９円、前年度に比べ２８１万７,
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７８０円の増額でございます。 

  ８款、自動車取得税交付金は４,３６４万５,０００円、前年度に比べ１６万９,００

０円の減額でございます。 

  ９款、地方特例交付金は４０６万２,０００円、前年度に比べ、１,４６４万４,００

０円の減額でございます。 

  １０款、地方交付金は３７億４,８１７万４,０００円で、前年度に比べ４,１３８万

円の減額でございます。 

  １１款、交通安全対策特別交付金は１５９万７,０００円で、前年度に比べ３万６,０

００円の増額でございます。 

  １２款、分担金及び負担金は４,５０５万８,２７０円で、内訳は分担金３０５万９,

２４０円が農林水産業分担金。 

  次の４ページをお願いいたします。 

  ４,１９９万９,０３０円が、民生費分担金でございます。分担金及び負担金は前年度

と変わりございません。 

  １３款、使用料及び手数料は６,５７３万５,１９０円で、前年度に比べ２８０万円の

減額でございます。 

  １項の使用料、４,４０４万４,８００円で、町営住宅等住宅関係で約３,３００万、

長谷毛原健康センター、約４４０万円、セミナーハウス、約３７０万円となっています。 

  ２項の手数料２,１６９万３９０円、一般廃棄物収集手数料が約１,５３０万、各種証

明書等手数料が５９０万円となっています。 

  １４款、国庫支出金３億４,３１６万９,１１６円で、前年度に比べ７,０４６万６,０

７３円の増額でございます。 

  １項の国庫負担金は９,９９９万５,１４８円、障害者福祉費負担金が４,０９１万１

９円、公共土木施設災害復旧費負担金が２,９６１万１,０００円、その他各種事業に対

する国の負担金でございます。 

  ２項、国庫支出金は２億３,０５２万８,０００円で、市町村合併推進体制整備費補助

金の約４,７００万円、地方道路整備臨時交付金４,８００万円、道路整備交付金９,８

００万円、教育費補助金では、地震補強事業補助金が約２,５００万円ほかとなってお

ります。 

  ３項、国庫委託金は１,２６４万５,９６８円で、参議院議員通常選挙経費委託金が９
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２５万円と、国民年金事務費交付金の２８５万円が主なものでございます。 

  １５款、県支出金は２億８,８２５万６,７０１円で、前年度に比べ１億２８８万３，

１１４円の減額でございます。減額の理由は、市町村合併支援特例交付金の１億円がな

くったためでございます。 

  １項、県負担金は１億１,４９２万２,１５６円で、国民健康保険基盤安定負担金が約

４,９３０万円、障害者自立支援給付費負担金が約２,０００万円、被用者小学校終了前

特例給付交付金が８２７万円、被用者小学校終了前特例給付交付金が４４０万円、地籍

調査事業負担金が２,７４８万円等、各種事業への県の負担金でございます。 

  ２項、県補助金は１億５,２９８万５,７４５円で、紀の川流域水源地地域整備振興事

業補助金が１,４２０万円、地域防災対策支援事業補助金４８０万円、乳幼児医療費特

別補助金７３７万円、小規模通所授産事業補助金が７５０万円、重度心身障害者医療費

補助金約２,０００万円、合併処理浄化槽設置補助金が約１,３００万円、中山間地域直

接支払交付金が約４,０００万円等が主なものでございます。 

  ３項、県委託金は２,０３４万８,８００円、県民税徴収取扱事務委託金が１,７８０

万円、指定統計調査委託金１００万円が主なものでございます。 

  １６款、財産収入は１,３６９万４,３２７円で、前年度に比べ４３２万１,５７８円

の減額でございます。理由といたしましては、昨年はショベルローダー等の高額な物品

売り払い代金の収入があったためでございます。 

  １項の財産運用収入は１,２７９万９,６２２円で、約９９０万円が土地、建物の賃借

料と、約２９０万円が基金の預金利息でございます。 

  ２項、財産売却収入は８９万４,７０５円、公用車等の物品売り払い代金でございま

す。 

  １７款、寄附金は、教育費寄附金の５万円でございます。 

  １８款、繰入金は１億７,９１１万５,０００円、前年度に比べ１,２３４万８,０００

円の減額でございます。財政調査基金で５,０００万円、河川浄化推進事業基金で９１

９万４,０００円、地域振興基金で１億９４０万５,０００円が主な繰り入れでございま

す。 

  １９款、繰越金、前年度繰越金は３億１,０２４万８,０１３円、前年度に比べ３,６

３７万７,４１５円の増額でございます。 

  ２０款、諸収入は６,４３２万７０７円、前年度に比べ２２７万７,６５２円の減額で
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ございます。主なものは、町税延滞金、約２６万円、町預金利子２３８万円、消防団員

退職報償金１,０４３万７,０００円、市町村振興協会交付金、約７４０万円、派遣職員

人件費負担金、約１,４００万円等でございます。 

  ２１款、町債は、１０億９３９万１,０００円でございました。前年度に比べ３億１

８９万１,０００円の増額でございます。 

  以上、歳入合計７３億３,５９７万９,３３３円となりました。 

  続きまして、６ページお願いいたします。 

  歳出でございます。 

  １款、議会費の支出済額は９,３００万１,４９７円で、前年度に比べ３,００５万１,

１８９円の減額でございます。これは、議員及び職員の削減による報酬、給料等の人件

費の削減によるものでございます。 

  ２款、総務費は１０億４,１７０万９,８０１円で、前年度に比べ１億８,５１３万４

５２円の増額でございます。増額の理由は、防災行政無線整備工事に約２億９,０００

万と、緊急輸送用ヘリポート設置工事に約１,４５０万円の支出が主なものでございま

す。 

  １項、総務管理費は８億６,２３５万１,２８２円、コミュニティーバスの運行等自治

振興費約５,８００万円、緊急輸送用ヘリポート、防災行政無線整備工事等防災諸費で

約３億５,２００万円の事業や、庁舎、支所等の管理、広報誌、財産管理、企画関係、

電算システム等の事業を実施いたしました。 

  ２項、徴税費は１億３,０６６万６,７２０円、３項、戸籍住民基本台帳費は２,７６

３万３,４４８円。 

  ４項、選挙費は１,９７１万８４０円、県議会議員選挙費で約１８０万円、町議会議

員一般選挙費で約８４０万円、参議院議員通常選挙費で約９３０万円の支出となってお

ります。 

  ５項、統計調査費は１０５万５,７６１円、６項、監査委員費は２９万１,７５０円と

なっております。 

  ３款、民生費は１２億３,６７１万９,２７６円で、前年度に比べ４７８万４,６２３

円の増額でございます。翌年度繰越額の２０万円は、吉見地区児童館改修基本設計策定

事業でございます。 

  １項、社会福祉費は９億４,９１２万３,６２７円、老人福祉、障害者福祉、福祉医療
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等の事業を実施し、また国民健康保険、老人保健、介護保険、各事業へ、合わせて約４

億５,３５０万円を繰り出しました。 

  ２項、児童福祉費は２億８,７５９万５,６４９円、約４,９３０万円の児童手当費や、

約２億１,４００万円の保育所費等の事業を実施いたしました。 

  ４款、衛生費は６億７,５８３万４,７８４円で、前年度に比べ８２４万４,６９６円

の増額でございます。 

  １項、保健衛生費は４億３,９３１万７６３円、厚生病院組合負担金が約２億６,４０

０万円、予防接種委託料、約８６０万円、五色台広域施設組合負担金が約１,２６０万

円、美里簡易水道特別会計繰出金が４,２００万円、国保診療所特別会計繰出金５４２

万円、各種健診委託料が２,３９０万円等となっています。 

  ２項、清掃費は２億３,６５２万４,０２１円、ごみ収集、し尿処理等の事業を実施し、

海南、海草環境衛生施設組合負担金が約１億１,７７０万円、合併処理浄化槽設置補助

金が、約２,２００万円となっております。 

  ５款、農林水産業費は４億５１７万９,７８６円、前年に比べ４,０４７万２,０４５

円の減額でございます。 

  １項、農業費は３億４,８４９万３,２０８円で、中山間地域直接支払交付金が約５,

３００万円、農業集落排水事業特別会計への繰り出しが約１,５８０万円、段子峯地区

農道整備工事、約２,６９０万、農業用施設維持補修工事に５１５万、地籍調査事業費

に約１億８８６万円、小規模土地改良事業費、約１,４５０万円等を支出しています。 

  ２項、林業費は４,９９５万４,３７８円、滞在型施設整備工事、約７４５万円、森林

整備地域活動支援交付金が５４２万円、和海森林組合補助金２２４万１,０００円等と

なっています。 

  ３項、水産業費は、貴志川漁業協同組合への鮎等放流補助金６７２万円となっていま

す。 

  ４項、山村振興費は１万２,２００円、前年度までのイベント等補助金は、２項、林

業費にて支出しております。 

  ６款、商工費は２,５８９万７,６１５円、前年に比べ３４万６,３３３円の減額でご

ざいます。町商工会補助金１,３５６万４,０００円、「山の家おいし」施設管理委託料

２４０万円、みさとチューリップの会補助金１５０万円等となっています。 

  ７款、土木費は７億５２１万６,５６２円で、前年度に比べ１億１３５万７,８６５円
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の増額となっております。翌年度繰越額の３,６００万８,０００円は、町道平中通り２

号線改良工事で１,２５０万４,０００円、町道谷線改良事業で２,３５０万４,０００円

となっております。 

  １項、土木管理費が７,５１０万８,８６９円、２項、道路橋梁費は６億３６８万６３

６円で、道路橋梁維持費で約４,４９４万円、道路橋梁新設改良費は町道東福井牧場線

改良工事や、町道谷線改良工事等で、約３億９,８００万円となっております。 

  ３項、住宅費は７５６万９,９０２円、４項の公園費は４７万８,９０３円で、公園の

維持管理でございます。 

  ５項、建設残土処理場整備費は１,８３７万８,２５２円、永谷地区残土処理場管理等

建設工事が主なものでございます。 

 ８款、消防費は３億１,９７３万５,２４４円で、前年に比べ１,１９９万４,６３３円の

減額でございます。 

  恐れ入りますが、次の８ページをお願いいたします。 

  常備消防費は約２億７,０００万円、消防本部訓練場舗装工事が約３３０万円、構内

放送設備が約４１万円、また職員活動服や消防ホース等を購入いたしました。 

  非常備消防費は、約４,９００万円となっております。 

  ９款、教育費は５億７,４６９万６７円で、前年に比べ４,６１３万６,２２３円の増

額となっております。若者広場リニューアル工事で５,０００万円を、翌年度繰り越し

としております。 

  １項、教育総務費は１億４,４２５万４,７１０円で、野上小学校柴目長谷分校の休校

と、志賀野小学校も２０年度からの休校決定に伴い、スクールバス２台、約８０８万円

で購入をいたしました。 

  ２項、小学校費は７,５０１万５,７０７円で、学校施設の維持管理、及び設備備品の

整備充実を図りました。 

  ３項、中学校費は７,４９０万５,７６５円、美里中学校耐震診断結果により、約４,

０００万円にて３棟の耐震補強工事を実施いたしました。 

  ４項、社会教育費は１億３,８０４万６,６１５円、公民館費、約１,５９０万円、み

さと天文台管理運営費、約２,７８０万円、セミナーハウス未来塾管理運営費、約７０

０万円、文化センター管理運営費、約２,０００万円等となっております。 

  ５項、保健体育費は１億４,２４６万７,２７０円、若者広場リニューアル工事が約４,
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５００万円で、５,０００万円が翌年度に繰り越しとなっております。 

  １０款、公債費は１７億８９６万６,８５４円で、前年に比べ２８６万４,５２４円の

減額となっています。 

  元金償還額は１４億６,５４８万３５６円、利子償還額は２億４,３３１万９,９０２

円となっております。 

  １１款、諸支出金は２億５,２７５万６,０６６円で、前年に比べ１,６５６万９,４５

８円の増額となっています。すべて基金費でございます。 

  １３款、災害復旧費は５,５７１万５,６６２円で、前年に比べ１,６４６万４,２６０

円の増額でございます。 

  町道大角線地すべり調査設計業務委託料、約１００万円、町道鎌滝上ケ井線災害測量

設計委託料１８９万円、また町道大角線道路災害復旧工事に３,０００万円、町道大角

線集水ボーリング工事等、約５４０万円を行っています。 

  なお、町道大角線道路災害復旧費７,９７０万４,０００円を翌年度繰り越しとしてお

ります。 

  歳出合計、７０億９,５４２万３,２１４円でございます。 

  歳入歳出差引残額２億４,０５５万６,１１９円となりました。詳細につきましては、

事項別明細書をご参照いただきたいと思います。 

  １４８ページをお願いいたします。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  歳入総額７３億３,５９７万９,３３３円、歳出総額７０億９,５４２万３,２１４円、

歳入歳出差引額２億４,０５５万６,１１９円、繰越明許費繰越額が５７２万３,０００

円となるため、実質収支額は２億３,４８３万３，１１９円となりました。 

  続きまして、特別会計に移らせていただきます。１５０ページをお願いいたします。 

  平成１９年度紀美野町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算書の歳入でございます。 

  １款、国民健康保険税の収入済額が３億３,０２１万９,０５４円、不納欠損額２６６

万７,９６０円、収入未済額３,７８６万３,８４１円となっております。前年度に比べ、

収入は８６６万２３７円の増額でございます。徴収率は、現年度９５.９７％、滞納で

３９.０７％となっております。 

  ２款、使用料及び手数料は、督促手数料の５万４,６３０円。 

  ３款、国庫支出金は４億８,３０９万３,７９３円、前年度に比べ１８５万６６円の増
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額で、１項、国庫負担金は３億８３６万２,７９３円、２項、国庫補助金は１億７,４７

３万１,０００円でございます。 

  ４款、療養給付費等交付金は、２億９,２４１万９,０００円、前年度に比べ１,６８

５万５,０２４円の増額でございます。 

  ５款、県支出金は７,６７５万８,０９６円、前年度に比べ６０２万９,８７４円の増

額で、１項、県負担金が７６４万２,０９６円、２項、県補助金が６,９１１万６,００

０円でございます。 

  ６款、共同事業交付金は２億１,３４２万３,７２４円で、前年度に比べ９,３９６万

６,７２１円の増額でございます。 

  ７款、財産収入は、基金の預金利息８６万８,０４２円で、前年度に比べ４９万１,８

３７円の増額でございます。 

  ８款、諸収入は２０７万３,２２６円で、延滞金及び第三者行為徴収金等でございま

す。 

  ９款、繰入金１億８,７１３万８,１５４円、前年度に比べ３,３４９万４０６円の増

額でございます。一般会計繰入金が、約２,８００万円、保険基盤安定繰入金、約７,４

００万円、財政調整基金繰入金８,５００万円となっております。 

  １０款、繰越金は６,９０４万５,９８５円、前年度に比べ２,９１２万８,５９２円の

減額でございます。 

  歳入合計、１６億５,５０９万３,７０４円となりました。 

  続きまして、歳出でございます。１５２ページをお願いいたします。 

  １款、総務費の支出済額は２,６４６万８,７３９円で、前年度に比べ１,９８３万９,

５８４円の増額でございます。後期高齢者医療制度対応システム改修委託料が、１,４

２８万円が、増額の主な理由でございます。 

  １項、総務管理費が２,４７７万８,９７０円、２項、徴税費が１６１万１,７６９円、

３項、運営協議会費７万８,０００円となっています。 

  ２款、保険給付費は１０億２,７６３万１,６１１円、１項、一般被保険者療養諸費６

億３,５３９万８,９７５円、２項、退職被保険者療養諸費２億９,３７７万５,７５３円、

３項、審査支払手数料２７８万６,２７４円、４項、高額療養費８,９６６万６０９円、

６項、出産育児諸費３１５万円、７項、葬祭費２８６万円。 

  ３款、老人保健拠出金は２億８,３３１万８,０８０円、前年に比べ９４２万３,０４
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２円の増額でございます。 

  ４款、介護納付金は７,３１２万８,７４７円、前年に比べ３３１万９,２０４円の減

額でございます。 

  ５款、共同事業拠出金は１億６,２１０万６,８０７円、前年に比べ７,４８７万２,５

８８円の増額でございます。 

  ６款、保健事業費は７１０万５,６９４円で、前年とほぼ変わりございません。 

  ７款、諸支出金は６,４７７万９，３５８円、１項、償還金及び還付加算金は、税の

還付９万１,１００円、過年度返還金が２,１２４万３,２５８円。 

  ２項、繰出金８０８万８,０００円、野上厚生病院へ２１２万１,０００円、国保直営

診療所へ５９６万７,０００円となっています。 

  ３項、基金費は３,５３５万７,０００円、財政調整基金の積み立てでございます。 

  歳出合計が、１６億４,４５３万９,０３６円。 

  次の１５４ページをお願いいたします。 

  歳入歳出差引残額は、１,０５５万４,６６８円となっております。 

  １７２ページをご覧ください。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  歳入総額１６億５,５０９万３,７０４円、歳出総額１６億４,４５３万９,０３６円、

歳入歳出差引額が１,０５５万４,６６８円となり、実質収支も同額となりました。 

  続きまして、１７４ページをお願いいたします。 

  平成１９年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳出決算書の歳入でござ

います。 

  １款、診療収入の収入済額は８,４３４万６,７３５円で、前年度に比べ６１９万１,

５９８円の増額でございます。 

  ２款、使用料及び手数料は４７万７００円で、前年に比べ２万６,７２０円の減額で

ございます。 

  ３款、繰入金は１,１３８万７,０００円、一般会計よりの５４２万円、国保特会より

の５９６万７,０００円の繰り入れでございます。 

  ４款、諸収入は１７５万４６３円で、このうちへき地診療所会計精算金が１５６万７

３３円でございます。 

  ５款、繰越金、前年度繰越金が１,８６３万４,８１２円となっています。 
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  歳入合計は、１億１,６５８万９,７１０円となりました。 

  １７６ページの歳出です。 

  １款、総務費の支出済額が６,１２６万３,０４０円、前年に比べ８９９万６,５８０

円の増額でございます。 

  ２款、医業費４,４２９万４，２４１円、医薬品衛生材料費が約３,８５７万となって

います。 

  歳出合計は、１億５５５万７,２８１円、歳入歳出差引額が１,１０３万２,４２９円

となっています。 

  １８４ページをお願いいたします。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  歳入総額１億１,６５８万９,７１０円、歳出総額１億５５５万７,２８１円、歳入歳

出差引額１,１０３万２,４２９円となり、実質収支も同額でございます。 

  続きまして、１８６ページをお願いいたします。 

  平成１９年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計歳入歳出決算書の歳入でございます。 

  １款、使用料及び手数料の収入済額は３,９９８万９,１４３円、前年に比べ約８５万

２,０００円の減額でございます。 

  １項、使用料は、水道使用料で３,９９８万３,１４３円、徴収率は、現年度分で９９．

１３％、滞納分で２９．２３％となっております。 

  ２項、手数料は６,０００円です。 

  ２款、分担金及び負担金は１０万５,０００円、給水加入負担金となっています。 

  ３款、県支出金３,７００万円は、簡易水道施設整備事業補助金です。 

  ４款、諸収入１,４８６万７,６５６円は、建設課の水道管移設工事補償金１,１７９

万４,６５０円、落雷事故による損害保険料２６９万７０３円が主なものでございます。 

  ５款、町債９,６２０万円、６款、繰越金２,５６７万２,２３５円、７款、繰入金１

３万１,０００円で、歳入合計２億１,３９６万５,０３４円でございます。 

  次の１８８ページをご覧ください。 

  歳出でございます。１款、衛生費の支出済額は１億８，８７４万６,８６９円、河北

統合簡易水道事業施設整備工事に１億３,１４３万９,０００円、施工管理委託料に１４

７万円が主なものでございます。 

  ２款、公債費２９万４,３７７円でございます。 
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  歳出合計１億８,９０４万１,２４６円、歳入歳出差引残額２,４９２万３,７８８円と

なりました。 

  １９８ページをお願いいたします。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  歳入総額２億１,３９６万５,０３４円、歳出総額１億８,９０４万１,２４６円、歳入

歳出差引額２,４９２万３,７８８円となり、実質収支も同額となります。 

  続きまして、２００ページをお願いいたします。 

  平成１９年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計歳入歳出決算書の歳入でございます。 

  １款、使用料及び手数料の収入済額は６,５３６万７,８９０円、前年に比べ６０万３,

９４１円の減額です。 

  １項、使用料は、水道使用料が６,５３２万２,８９０円、徴収率は、現年分で９９．

９％、滞納分で９１.１７％となっています。 

  ２項、手数料４万５,０００円。 

  ２款、分担金及び負担金９７４万５,２６０円、前年度に比べ１８８万５,６２０円の

減額でございます。 

  １項、負担金１１０万２,５００円は給水加入負担金です。 

  ２項、分担金８６４万２,７６０円は受益者分担金でございます。 

  ３款、県支出金は、簡易水道施設整備費補助金の８,８９８万２,０００円、４款、繰

入金は、一般会計よりの４,２００万円、５款、諸収入は４０３万２,９２７円、水道管

移設工事補償金が主なものでございます。 

  ６款、町債は１億６,７８０万円、７款、繰越金７４万３,８５１円。 

  歳入合計、３億７,８６７万１,９２８円でございます。 

  次の２０２ページをご覧ください。 

  歳出でございます。１款、衛生費の支出済額は３億４,１１１万１６７円、美里統合

簡易水道事業施設整備工事に係る委託料、及び工事請負費で、約２億７,２００万円、

国道３７０号、水道管移設工事、永谷配水池進入路排水処理工事、国道３７０号、道路

改良工事に伴う水道管移設工事で、約５１７万となっております。 

  ２款、公債費３,６８１万７,０７４円、前年度に比べ１,１１５万４,４８７円の増額

となっています。元金償還、約１,６６０万円、利子償還、約２,０２０万円でございま

す。 



－２２－ 

  歳出合計、３億７,７９２万７,２４１円でございます。 

  歳入歳出差引残額７４万４,６８７円となりました。 

  ２１４ページをお願いします。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  歳入総額３億７,８６７万１,９２８円、歳出総額３億７,７９２万７,２４１円、歳入

歳出差引額が７４万４,６８７円、実質収支額も同額となりました。 

  続きまして、２１６ページをお願いいたします。 

  平成１９年度紀美野町老人保健事業特別会計歳入歳出決算書の歳入でございます。 

  １款、支払基金交付金の収入済額は１０億１,６１２万５,２６１円、前年度に比べ５,

８３９万２,７０５円の減額です。 

  ２款、国庫支出金６億５,３３８万５,５９０円、前年に比べ２,９５９万９,９６６円

の増額です。 

  １項、国庫負担金６億５,２８７万５９０円、２項、国庫補助金５１万５,０００円。 

  ３款、県支出金は、県負担金の１億６,２３５万３,１８３円、前年に比べ７９４万７,

１１８円の増額です。 

  ４款、繰入金は、一般会計繰入金が１億８,１５４万９,０００円、前年に比べ６７１

万の増額でございます。 

  ５款、諸収入は２７万８,５１９円で、第三者納付金でございます。 

  歳入総額、２０億１,３６９万１,５５３円でございます。 

  次の２１８ページお願いいたします。 

  歳出でございます。１款、総務費の支出済額は、総務管理費２,２１２万９,１１８円

で、前年度に比べ３４万１,２６２円の減額です。 

  ２款、医療諸費１９億８,２６３万６,５６９円で、前年度に比べ６６９万６８４円の

減額でございます。 

  ３款、諸支出金は５０万６,２３８円で、過年度返還金でございます。 

  ５款、繰上充用金１,３６４万６５６円で、前年に比べ１,７７５万４,６２５円の減

額でございます。 

  歳出合計は２０億１,８９１万２,５８１円でございます。 

  歳入歳出差引歳入不足額が５２２万１,０２８円となりましたので、２０年度で繰上

充用することとなりました。 



－２３－ 

  ２２８ページをお願いいたします。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  歳入総額２０億１,３６９１,５５３円、歳出総額２０億１,８９１万２,５８１円、歳

入歳出差引額、マイナス５２２万１,０２８円となり、実質収支も同額でございます。 

  続きまして、２３０ページをお願いいたします。 

  平成１９年度紀美野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算書の歳入でございます。 

  ２款、使用料、手数料の収入済額は８７２万５,４００円、前年に比べ１０万３,１５

０円の減額でございます。施設使用料は８７１万７,０００円で、徴収率は、現年度分

で９９.３９％、滞納分で３０．２９％となっております。 

  ３款、繰入金は、一般会計繰入金の１,５８１万９,０００円、４款、繰越金は、前年

度繰越金の６７万１,７１４円。 

  歳入合計、２,５２１万６,１１４円でございます。 

  次の、２３２ページをご覧ください。 

  歳出です。１款、総務費の支出済額は、施設管理費で１,０６０万５,６１２円、前年

度とほぼ変わりありません。 

  ２款、公債費は１,４１４万３,１４６円、元金償還分が７０６万円、利子償還分が７

０８万円となりました。 

  歳出合計２,４７４万８,７５８円、歳入歳出差引残額４６万７,３５６円となりまし

た。 

  ２４０ページをご覧ください。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  歳入総額２,５２１万６.１１４円、歳出総額２,４７４万８,７５８円、歳入歳出差引

額４６万７,３５６円となり、実質収支も同額となります。 

  続きまして、２４２ページをお願いいたします。 

  平成１９年度紀美野町介護保険事業特別会計歳入歳出決算書の歳入でございます。 

  １款、介護保険料は、収入済額１億６,７０２万２５０円、不納欠損額３５万５,００

０円、収入未済額２２５万２５０円で、前年度に比べ、収入で４２５万１５０円の増額

でございます。徴収率は、現年度分で９９.２３％、滞納分で２２．９２％となってい

ます。 

  ２款、使用料及び手数料は、督促手数料の６,５５０円。 



－２４－ 

  ３款、国庫支出金は３億６,７６２万７,４１８円で、前年に比べ５,１３５万４３８

円の増額でございます。 

  １項、国庫負担金２億３,５４１万７,８１６円、２項、国庫補助金１億３,２２０万

９,６０２円。 

  ４款、支払基金交付金は４億１,４４２万４,７１８円で、前年度に比べ７,０３４万

１,７１８円の増額でございます。 

  ５款、県支出金は１億９,９１４万３,３４９円で、前年度に比べ３,３２７万８,３５

９円の増額でございます。 

  １項、県負担金１億９,５１０万８,５４８円、２項、県補助金４０３万４,８０１円。 

  ６款、繰入金は、一般会計繰入金１億６,９８５万９,７６９円で、前年度に比べ５８

１万２,２３１円の減額でございます。 

  ７款、繰越金は、前年度繰越金１４１万９,３０９円、８款、町債は、財政安定化基

金貸付金の２,８５０万円、９款、諸収入は、雑入の５８５万１,１００円。 

  歳入合計、１３億５,３８５万２,４６３円となりました。 

  次に、２４４ページ、歳出でございます。 

  １款、総務費の支出済額は１,８６２万５,１０８円、前年度に比べ１,２８９万５,３

５６円の減額でございます。 

  １項、総務管理費１,０６１万５,４４７円、２項、徴収費は８８万７,００５円。 

  ３項、介護認定審査会費７１１万６５６円、委員報酬３００万６,０００円、及び主

治医意見書作成手数料が３７５万８,３００円が主な支出でございます。 

  ４項、地域密着型サービス運営委員会費が１万２,０００円。 

  ２款の保険給付費１２億８，４６１万７,９２０円で、前年に比べ１億５,７８４万１,

４０９円の増額でございます。 

  １項、介護サービス等諸費は１１億１,７９９万３,０３９円、２項、介護予防サービ

ス等諸費４,８９７万１,０２３円、３項、その他諸費１９０万２,３７５円、４項、高

額介護サービス等諸費２,９１６万４１３円、５項、特定入所者介護サービス等８,６５

９万１,０７０円。 

  ３款、財政安定化基金拠出金１０４万４,９４７円、前年度と変わりございません。 

  ４款の地域支援事業費２,１６９万８,５４７円で、前年度に比べ１,３９１万８,６３

９円の増額でございます。 



－２５－ 

  １項、介護予防事業費が６２９万４,２２４円、２項、包括的支援事業・任意事業費

が１,５４０万４,３２３円。 

  ６款、諸支出金は３１３万４,８４１円で、前年度に比べ１,３４４万４,６７６円の

減額です。過年度返還金の９１２万円の減額が、主な理由でございます。 

  ７款、公債費は、財政安定化基金償還金の１９０万円で、前年度と同額となっており

ます。 

  歳出総額１３億３,１０２万１,３６３円、歳入歳出差引残額が２,２８３万１，１０

０円でございます。 

  ２６４ページをお願いいたします。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  歳入総額１３億５,３８５万２,４６３円、歳出総額１３億３,１０２万１,３６３円、

歳入歳出差引額２,２８３万１,１００円、実質収支も２,２８３万１,１００円となりま

した。 

  続きまして、２６６ページをお願いいたします。 

  平成１９年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計歳入歳出決算書の歳入で

ございます。 

  １款、使用料及び手数料の収入済額は、使用料で３,７３３万６,０００円、前年に比

べ２７万９,８００円の増額となりました。ふれあい公園施設使用料、約３,４３０万円、

及びふれあい館使用料、約３０４万円でございます。 

  ２款、諸収入は９８１万７２０円で、前年に比べ１２万８,９８０円の増額でござい

ます。 

  １項、受託事業収入は、県営施設受託事業収入の９５９万５,１１０円、２項、雑入

は２１万５，６１０円。 

  ３款、繰越金は、前年度繰越金の３,３３７万５,６２５円となり、前年度に比べ８７

万４,３７９円の減額となっています。 

  歳入合計、８,０５２万２,３４５円でございます。 

  次ページ、２６８ページをお願いいたします。 

  歳出でございます。１款、総務費の支出済額は、施設管理費で４,２１０万２,３４８

円でございます。 

  ３款、諸支出金は、財政調整基金の積立金で１,９５９万７,０００円を基金といたし



－２６－ 

ました。 

  歳出合計６,１６９万９,３４８円、歳入歳出差引残額１,８８２万２,９９７円でござ

います。 

  ２７６ページをお願いいたします。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  歳入総額８,０５２万２,３４５円、歳出総額６,１６９万９,３４８円、歳入歳出差引

額１,８８２万２，９９７円、実質収支も同額となります。 

  続きまして、財産に関する調書でございます。２７８ページをお願いいたします。 

  財産に関する調書は、町の平成２０年３月３１日での財産の状況を記載しております。 

  １の公有財産、⑴土地及び建物は、道路、橋梁、河川等を除く土地、建物の状況を記

載しております。決算年度中増減を見ますと、土地の山林で２万９,５８３平米増加し

ております。このうち６,４６８平米は、紀美野町国木原奥開きの山林で、旧野上町と

五色台組合との土地交換契約によるものが、境界未定であったため実測できない状況で

あったが、五色台組合が３０筆、全筆買収により、周辺３５筆の境界確定し、土地交換

物件の所有権移転登記も完了したためでございます。 

  次に、２万２,４４５平米は、紀美野町奥佐々字嶽ケ３２８の２番地の山林で、寄附

による増加でございます。本物件の寄附願いが寄付者本人より提出され、それに伴う所

有権移転登記も完了したためでございます。 

  次に、６７０平米は紀美野町下佐々字上吉見１７０６の２８番地、衛生費の塵芥処理

費から、地権者から購入をしたものでございます。 

  次に、宅地の８９６平米の減、及び雑種地の９７３平米の減でございますが、これは

先ほど申しました五色台組合との土地交換による減少のものでございます。 

  ２８４ページをご覧ください。 

  ⑵の山林の欄で、２万９,５８３平米の増となっています。これは、先ほど財産に関

する調書の中でも申しましたが、五色台との交換で６,４６８平米、寄附によるもので

２万２,４４５平米、購入によるもので６７０平米の、計２万９,５８３平米の増でござ

います。 

  ⑶有価証券、⑷出資による権利は、増減ございません。 

  次ページをご覧ください。 

  物品でございます。自動車等の増減を記載しております。説明は省略させていただき



－２７－ 

ます。 

  ２８７ページをお願いいたします。 

  ３、基金でございます。単位は１,０００円となっております。一般会計財政調整基

金は、１億４,１３８万４,０００円を積み立てし、５,０００万円を取り崩して、現在

高は４億１,６２４万６,０００円でございます。 

  減債基金は１億１,００４万６,０００円を積み立て、５１万６,０００円を取り崩し

ましたので、現在高は１億２,０１２万７,０００円でございます。 

  上芝貞夫文化教育振興基金は１５万７,０００円を積み立てましたので、現在高は３,

６３９万１,０００円でございます。 

  ふるさと創生基金は９,０００円を積み立てましたので、現在高は２５８万４,０００

円でございます。 

  福祉基金は増減ございません。現在高１,１７８万５,０００円です。 

  河川浄化推進事業基金は、２９万１,０００円増加し、９１９万４,０００円を取り崩

しましたので、現在高は５,８３６万２,０００円でございます。 

  中山間ふるさと水と土保全基金は、増減ございません。現在高は２,０４９万８,００

０円です。 

  土地開発基金は、不動産に増減ございませんが、現金で１６万４,０００円を積み立

てましたので、現金現在高は３,８７９万６,０００円です。 

  美里温泉かじか荘基金は、２万８,０００円を積み立て、５５０万円を取り崩しまし

たので、現在高は３３１万２,０００円です。 

  水産業振興基金は３万４,０００円を積み立て、４５０万円を取り崩しましたので、

現在高は５２７万７,０００円でございます。 

  地域振興基金は、６４万３,０００円を積み立て、１億４,４０９万５,０００円を取

り崩しましたので、現在高は５２７万６,０００円でございます。 

  国民健康保険財政調整基金は、３,５３５万７,０００円積み立て、６,０００万円を

取り崩しましたので、現在高は１億７,９１９万円でございます。 

  国民健康保険出産費資金貸付基金は、増減ございません。現在高は９６万円でござい

ます。 

  ふれあい公園特別会計より１９年度に基金としたふれあい公園運営事業財政調整基金

は、１,９５９万７,０００円を積み立て、現在高は１,９５９万７,０００円でございま
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す。 

  基金の現金合計現在高は、９億１,８４０万１,０００円でございます。 

  大変簡単な説明で恐縮ですが、以上で説明を終わらせていただきます。よろしくご審

査のほどお願いいたします。 

             （会計管理者 岡本卓也君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    しばらく休憩します。再開は１０時５０分から。 

 休 憩 

              （午前１０時３５分） 

            ――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を再開します。 

              （午前１０時５０分） 

○議長（美野勝男君）    説明が終わりましたので、監査結果について報告願います。 

  代表監査委員、中谷君。 

             （代表監査 中谷 一君 登壇） 

○代表監査（中谷 一君）    会計管理者から、平成１９年度の決算について報告が

ございましたので、私の方から監査報告をさせていただきます。 

  １３ページをご覧ください。 

  平成２０年８月１９日、２０日の２日間で、当役場において、仲尾監査委員と私の２

人で監査を行いました。 

  平成１９年度紀美野町歳入歳出決算審査意見書 

  地方自治法第２３３条第２項の規定により、平成１９年度紀美野町一般会計及び特別

会計歳入歳出決算並びに関係帳簿、証書類を審査した結果、その意見は下記のとおりで

ある。 

  審査対象は、次に申し上げる会計、及び関係帳簿等です。 

  平成１９年度紀美野町一般会計、平成１９年度紀美野町国民健康保険事業特別会計、

平成１９年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計、平成１９年度紀美野町野上簡

易水道事業特別会計、平成１９年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計、平成１９年度

紀美野町老人保健事業特別会計、平成１９年度紀美野町農業集落排水事業特別会計、平

成１９年度紀美野町介護保険事業特別会計、平成１９年度紀美野町のかみふれあい公園
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運営事業特別会計、以上の会計及び関係帳簿です。 

  個々に監査報告を申し上げるのが本当でございますが、一括して監査の総括的意見で

お許しをいただきたいと思います。 

  各会計の予算額及び収入支出済額は、関係帳簿により出納証書類をあますところなく

照査のうえ、その内容についても慎重に審査した結果、本決算は正確であることを認め

た。 

  収入面では、所得税から住民税への税源委譲がなされ、また入湯税が導入初年度とな

った。地方債を除く収入総額は、昨年度と比べ減少しており、歳入の確保には苦慮して

いる状況がうかがい知れる。所得税から住民税への税源委譲がなされたことで、今まで

以上に税の徴収が非常に重要になっており、徴収率向上のため、なお一層の改善に努め

られたい。 

  支出面においては、厳しい財政状況の中、経費の縮減が随所に見受けられるが、住民

サービスを低下させることなく、業務の効率的な運営と合理化を図られ、健全な財政運

営を持続されたい。 

  また、住民ニーズにこたえるべく、大規模な事業を実施したことにより、町債の発行

額が増加し、実質公債比率も上昇してきており、高率な地方債の繰上償還をするなどし

て、財政の健全化に努められたい。 

  また、美里簡易水道事業会計について、有収率が特に低い状況にあり、昨年度と比べ

て３.４ポイントの減となっている。年々美里簡易水道事業会計への繰入金が増加する

中、会計の経営健全化のため早急な対策を講ずる必要がある。 

  平成２０年８月２８日 紀美野町代表監査委員 中谷 一 

紀 美 野 町 監 査 委 員 仲尾元雄 

  以上をもって、監査報告を終わらせていただきます。 

             （代表監査 中谷 一君 降壇） 

◎日程第１３ 議案第７８号 平成１９年度紀美野町上水道事業会計決算の認定について 

○議長（美野勝男君）    日程第１３、議案第７８号、平成１９年度紀美野町上水道

事業会計決算の認定について。 

  説明を願います。 

  水道課長、三宅君。 

             （水道課長 三宅敏和君 登壇） 
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○水道課長（三宅敏和君）    議案書の１２ページをお願いいたします。 

  議案第７８号 平成１９年度紀美野町上水道事業会計決算の認定について 

  地方公営企業法第３０条第４項の規定により、標記決算を別冊により別紙監査委員の

意見書（写）をつけて議会の認定に付する。 

平成２０年９月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  別冊の上水道の決算書をお開きいただきたいと思います。１ページをお開き願います。 

  決算報告書 平成１９年度紀美野町上水道事業決算報告書 

  ⑴収益的収入及び支出でございます。 

  まず、収入でございますが、第８款、水道事業収益で、決算額が１億２,９５８万６,

９１０円、予算額に対し決算額の増減は３１７万７,０９０円の減額でございます。 

  第１項、営業収益、決算額１億２,３４２万８,４７０円で、予算額に対し３３８万２,

５３０円の減でございます。 

  第２項、営業外収益では、決算額６１５万８,４４０円、予算額に対し２０万５,４４

０円の増でございます。 

  次に、支出でございます。第９款、事業費用の決算額が１億２,１８２万７,０８３円

で、不用額が１,０９３万６,９１７円でございます。 

  第１項、営業費用、決算額が１億６８２万１,３０９円でございます。不用額が７２

８万３,６９１円でございます。 

  第２項、営業外費用で、決算額が１,５００万５,７７４円でございます。不用額が２

２４万２,２２６円でございます。 

  第４項の予備費では、決算額は０で、不用額が１４１万１,０００円でございます。 

  ２ページをお開き願います。 

  ⑵資本的収入及び支出でございます。 

  まず、収入ですが、第１０款の資本的収入の決算額が１,４００万で、増減が０でご

ざいます。 

  資本的収入の第１項は企業債で、決算額が１,４００万円で、増減が０でございます。 

  次に、支出でございます。第１１款の資本的支出では、決算額が１億６８８万９,０

３０円、不用額が３１５万９７０円でございます。 

  第１項の建設改良費では、決算額３,１７３万３,１００円、不用額が３１５万円９０

０円でございます。 
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  第２項の企業債償還金で、決算額が７,５１５万５,９３０円で、不用額が７０円でご

ざいます。 

  資本的収入が資本的支出に対して不足する額９,２８８万９,０３０円は、消費税及び

地方消費税資本的収支調整額１５１万１,１００円、過年度分損益勘定留保資金２２５

万５,９８７円、及び当年度損益勘定留保資金２,２１５万９４３円、減債積立金６,６

９７万１,０００円で補てんをいたしました。 

  ３ページをお願いいたします。 

  ２の損益計算書、平成１９年度紀美野町上水道事業損益計算書でございます。 

  １、営業収益ですが、⑴の給水収益では１億１,６７２万３,８４２円、⑵の受託工事

収益はございません。⑶のその他営業収益では８３万３,３１７円。営業収益の合計と

いたしまして、１億１,７５５万７,１５９円でございます。 

  ２の営業費用、⑴の原水及び浄水費では１,５３９万４,５３３円、⑵の配水及び給水

費では２,９９４万５,８４０円、受託工事費は０でございます。⑷の業務及び総係費で

は３,４４１万２,５５７円、⑸の減価償却費では２,５１１万３,４９４円、⑹の資産減

耗費は３７万３,４２０円、⑺のその他営業費用は０で、営業収益の１億１,７５５万７,

１５９円から営業費用１億５２３万９,８４４円を差し引きまして、営業利益が１,２３

１万７,３１５円でございます。 

  ４ページをお開き願います。 

  ３、営業外収益、⑴受取利息及び配当金では４８万６,８０５円、⑵の雑収益で５５

４万５,７５５円、計６０３万２,５６０円でございます。 

  ４の営業外費用では、⑴の支払利息１,１３５万８２４円、これは企業債の利息でご

ざいます。⑵の雑支出で８７万５,６７６円、これは消火栓設置工事でございます。 

  営業外費用としましては、計１,２２２万６,５００円となり、６１９万３,９４０円

のマイナスでございまして、経常利益といたしましては６１２万３,３７５円でござい

ます。 

  ５の特別利益、及び６の特別損失はございません。 

  当年度純利益は６１２万３,３７５円、前年度繰越利益剰余金が１億４,６５４万８,

３４１円で、当年度未処分利益剰余金が１億５,２６７万１,７１６円でございます。 

  続きまして、５ページをお願いいたします。 

  ３の剰余金計算書、平成１９年度紀美野町上水道事業剰余金計算書でございます。 
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  まず、利益剰余金の部でありますが、Ⅰの減債積立金として、１、前年度末残高が１,

７９１万５,０００円、２、前年度繰入額が５０万円、３の当年度処分額が１,８４１万

５,０００円でございます。４の当年度末残高としましては、０でございます。 

  Ⅱの建設改良積立金はございません。 

  積立金合計といたしましては、０でございます。 

  続きまして、６ページをお開き願います。 

  Ⅲの未処分利益剰余金では、⑴前年度未処分利益剰余金が１億４,７０４万８,３４１

円、⑵前年度利益剰余金処分額で１の減債積立金が５０万、２の建設改良積立金はござ

いません。繰越利益剰余金年度末残高が１億４,６５４万８,３４１円で、⑶の当年度純

利益が６１２万３,３７５円でございます。 

  当年度未処分利益剰余金が１億５,２６７万１,７１６円でございます。 

  続きまして、資本剰余金の部でありますが、Ⅰの補助金として、１の前年度末残高が

３２万８,０００円、２の当年度末残高が３２万８,０００円でございます。 

  Ⅱの工事負担金として、１の前年度末残高が１億１,１１１万６６５円、２の当年度

発生高が０。３の当年度末残高が１億１,１１１万６６５円、翌年度繰越資本剰余金が

１億１,１４３万８,６６５円でございます。 

  続きまして、７ページの４．剰余金処分計算書でございます。 

  平成１９年度紀美野町上水道事業剰余金処分計算書（案）といたしまして、１の当年

度未処分利益剰余金が１億５,２６７万１,７１６円。 

  ２の利益剰余金処分額で、⑴減債積立金が４,９０５万６,０００円、⑵建設改良積立

金はございません。 

  ３の翌年度繰越利益剰余金といたしましては、１億３６１万５,７１６円となります。 

  次の５．貸借対照表、平成１９年度紀美野町上水道事業貸借対照表の資産の部でござ

います。１の固定資産でございます。⑴有形固定資産として、イの土地が１,２６６万

７０９円、ロの建物につきましては、２２０４万３,２２８円でありまして、減価償却

累計額を差し引きまして８９２万１,１２９円となります。 

  続きまして、８ページをお願いをいたします。 

  ハの構築物については８億９,２２５万９,７３９円でありまして、減価償却累計額を

差し引きまして、５億８,１８７万２,８４０円となります。 

  ニ、機械及び装備については１億１,８３４万３,６３７円でありまして、減価償却累
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計額を差し引きまして１,６６１万１,２６１円となります。 

  ホの車両及び運搬具につきましては７６５万７,６０６円でありまして、減価償却累

計額を差し引きまして２２８万２,３８３円となります。 

  ヘの工具器具及び備品につきましては５８４万２,８４０円でありまして、減価償却

累計額を差し引きまして１８１万４,６００円となります。 

  有形固定資産合計、及び固定資産合計が同額の６億２,４１６万２,９２２円でござい

ます。 

  次に、２の流動資産でございます。⑴現金預金が平成２０年度３月末で１億１,５９

９万９,０１４円でございます。現金預金の内容といたしましては、定期が９,２００万

円と、普通預金が２,３９９万９,０１４円でございます。 

  ⑵の未収金が２９６万９,０９４円でございます。 

  ⑶の貯蔵品が３０万５,４３４円、⑷のその他流動資産が０でございます。 

  流動資産合計が１億１,９２７万３,５４２円で、資産合計といたしまして７億４,３

４３万６,４６４円でございます。 

  続きまして、９ページの負債の部をお願いをいたします。 

  ３、固定負債、⑴の引当金、イの修繕引当金が７７０万２,０００円でございます。 

  固定負債合計が、同じく７７０万２,０００円でございます。 

  ４の流動負債では、⑴未払金が３５１万６２９円でございます。⑵その他流動負債が

１２万５,３５２円でございます。 

  流動負債合計が３６３万５,９８１円で、負債合計が１,１３３万７,９８１円でござ

います。 

  続きまして、資本の部でありますが、５の資本金、⑴自己資本金、イの固有資本金が

２９９万９,６６０円、ロの繰入資本金が３,５４０万円、ハの組入資本金が１億１,５

１２万５,９９８円でありまして、自己資本金合計といたしまして１億５,３５２万５,

６５８円でございます。 

  続きまして、１０ページをお開き願います。 

  ⑵の借入資本金では、イの企業債が３億１,４４６万２,４４４円で、借入資本金の合

計が３億１,４４６万２,４４４円でございます。 

  資本金合計が、４億６,７９８万８,１０２円でございます。 

  ６の剰余金、⑴の資本剰余金で、イの国庫補助金が３２万８,０００円、ロの負担金
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が１億１,１１１万６６５円。 

  資本剰余金合計といたしまして、１億１,１４３万８,６６５円でございます。 

  ⑵の利益剰余金で、イの減債積立金が０でございます。ロの建設改良積立金も、０で

ございます。ハの当年度未処分利益剰余金が１億５,２６７万１,７１６円でありまして、

利益剰余金合計が１億５,２６７万１,７１６円でございます。 

  剰余金合計が２億６,４１１万３８１円、資本合計が７億３,２０９万８,４８３円で

ございます。 

  負債資本合計といたしまして、７億４,３４３万６,４６４円でございます。 

  続きまして、１１ページの６．事業報告書でございます。 

  平成１９年度紀美野町上水道事業報告書で、１の概況として、⑴総括事業、営業で、

給水人口が１９年度末５,６２３人で、前年度に比較いたしまして、３５５人の減でご

ざいます。 

  次の配水量の総量で、８０万３,５５０立米、前年度と比較いたしまして７,５５０立

米の減となってございます。１日最大が２,８０８立米で、前年度より１５８立米の増

でございます。１日平均が２,２０１立米で、前年度より２１立米の減でございます。 

  有収水量が７０万７,１２０立米で、前年度より６,６０３立米の減でございます。有

収率が、１９年度は８８.０％で、前年度と同じ率となってございます。 

  ⑵水道事業関係議会議決事項といたしましては、議案第３３号で平成１９年度紀美野

町上水道事業会計当初予算が、平成１９年の３月５日提出させていただきまして、３月

２１日に議決をいただきました。議案第５８号は、平成１９年度の第１号補正予算で、

平成１９年６月１１日提出し、６月１９日に議決を賜りました。議案第８１号は、平成

１９年度の補正予算（第２号）で、平成１９年９月１０日提出で、９月２１日に議決を

賜りました。議案第１０１号は、平成１９年度の補正予算（第３号）で、１９年の１２

月３日提出で、１２月１２日に議決を賜りました。議案第２５号は、平成１９年度の補

正予算（第４号）で、２０年３月１１日提出で、３月１４日に議決を賜りました。 

  続きまして、１２ページをお願いをいたします。 

  ⑶職員に関する事項でございます。平成２０年３月３１日現在では、事務吏員が２名、

技術吏員が３名で、計５名でございます。これは前年度と変わりはございません。 

  次に、２の工事でございます。⑴の建設改良工事の概況では、３件の工事を施工いた

しました。一つは工事名が県道奥佐々阪井線下佐々地内配水管新設工事で、施工内容は、



－３５－ 

配水管新設工事を７５１メートル施工をいたしました。 

  二つ目は、工事名が県道奥佐々阪井線小畑地内配水管新設工事で、施工内容は、配水

管新設工事を４９０メートル施工いたしました。 

  三つ目は、工事名が梨木峠配水管布設替工事で、施工内容は、配水管口径７５ミリと

口径１００ミリを合わせまして、延長４３３.２メートルを施工いたしました。 

  ⑵の保存工事の概況はございません。 

  次に、１３ページでございますが、３の業務に関しては、先ほど説明を申し上げまし

た総括事業と同じ内容でございますので、省略をさせていただきます。 

  続きまして、１５ページをお開き願います。 

  ４、会計、⑴重要契約の要旨でございます。 

  契約年月日が平成１９年６月２９日、契約金額が６３５万８,８００円、これは先ほ

ど説明をさせていただきました県道奥佐々阪井線小畑地内配水管新設工事でございます。

契約の相手方は、株式会社野上建設でございます。 

  次に、契約年月日が平成１９年８月１日、契約金額が８４７万９,８００円、これは

県道奥佐々阪井線下佐々地内配水管新設工事でございます。契約の相手方は、株式会社

野上建設でございます。 

  次に、契約年月日が平成１９年５月９日、契約金額が１１４万４,５００円、これは

梨木峠配水管布設替工事設計委託料でございます。契約の相手方は、和歌山エンジニヤ

リング株式会社でございます。 

  次に、契約年月日が平成１９年９月１２日、契約金額が１,５７５万円、これは梨木

峠配水管布設替工事でございます。契約の相手方は、折口組でございます。 

  ⑵の企業債及び一時借入金の概況でありますけれども、イの企業債につきましては、

前年度末残高が３億７,５６１万８,３７４円で、本年度の借入額が１,４００万円でご

ざいます。本年度償還額が７,５１５万５,９３０円で、本年度末残高が３億１,４４６

万２,４４４円となってございます。 

  なお、１６ページから２１ページまでは、財務諸表附属書類、及び固定資産明細書、

企業債明細書となっておりますけれども、後ほどご精読をいただきたいと思います。 

  以上、簡単ですが、説明とさせていただきまして、よろしくご審議をいただきまして

原案どおりご認定賜りますようお願い申し上げます。 

             （水道課長 三宅敏和君 降壇） 
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○議長（美野勝男君）    説明が終わりましたので、監査結果について報告願います。 

  代表監査委員、中谷君。 

             （代表監査 中谷 一君 登壇） 

○代表監査（中谷 一君）    平成１９年度紀美野町上水道事業会計決算審査に対す

る意見書 

  平成１９年度紀美野町上水道事業会計決算について、地方公営企業法第３０条第３項

の規定により町長より決算審査の請求を受け、慎重審査したところ、執行上に遺漏なく、

勘定科目と収入、支出票及び証拠書類と符合一致したので、本会計決算は正当であるこ

とを認める。 

  平成２０年８月２８日 紀美野町代表監査委員 中谷 一 

紀 美 野 町 監 査 委 員 仲尾元雄 

             （代表監査 中谷 一君 降壇） 

◎日程第１４ 議案第７９号 紀美野町ふるさとまちづくり応援寄附条例の制定について 

              及び 

◎日程第１５ 議案第８０号 紀美野町ふるさとまちづくり応援基金設置、管理及び処分 

              に関する条例の制定についてを一括上程 

○議長（美野勝男君）    日程第１４、議案第７９号、紀美野町ふるさとまちづくり

応援寄附条例の制定について、及び日程第１５、議案第８０号、紀美野町ふるさとまち

づくり応援基金設置、管理及び処分に関する条例の制定について、一括議題とします。 

  説明を願います。 

  企画管財課長、牛居君。 

            （企画管財課長 牛居秀行君 登壇） 

〇企画管財課長（牛居秀行君）    それでは、議案書２７ページをご覧ください。 

  議案第７９号 紀美野町ふるさとまちづくり応援寄附条例の制定について 

  紀美野町ふるさとまちづくり応援寄附条例を次のとおり制定したいので、地方自治法

第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

平成２０年９月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございますが、寄附金の使途及び寄附を募る根拠を明確にするために、本

条例を制定するものでございます。 

  それでは、本条例の概要をご説明させていただきます。 
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  まず第１条は、本条例の目的でございますが、寄附金の使途についての透明性を高め

るとともに、寄附者の、紀美野町への思いを具体化することによって、多様な人々の参

加による、個性あふれるふるさとづくりに資することを目的といたしております。 

  第２条は、寄付者の社会的投資を具体化するための事業の区分を示させていただいて

おります。この区分につきましては、紀美野町長期総合計画で示させていただいており

ます、七つの柱を基本とさせていただいております。 

  第３条は、寄附金の運用管理についてでございますが、寄付者からいただいた寄附金

は、紀美野町ふるさとまちづくり応援基金を設置いたしまして、管理運営をいたすこと

となっております。 

  第４条は、寄附金の指定等でございまして、寄付者からは自らの寄附を財源として実

施する事業を、あらかじめ指定できるものとなっております。 

  第５条は、寄附者への配慮でございますが、寄附の運用に当たっては、寄付者の意向

が十分反映されるよう考慮することとなってございます。 

  第６条は、寄附金の運用状況の公表のことを規定しておりまして、町長は毎年度の終

了後３カ月以内に、基金の運用状況について公表しなければなりません。 

  最後に、第７条におきましては、規則への委任といたしまして、この条例に定めるほ

か、必要な事項は規則で定めるといたしております。 

  以上、簡単でございますが、本条例の概要をご説明させていただきました。 

  ご審議のほどよろしくお願いを申し上げます。 

  続きまして、２９ページをご覧ください。 

  議案第８０号 紀美野町ふるさとまちづくり応援基金設置、管理及び処分に関する条

例の制定について 

  紀美野町ふるさとまちづくり応援基金設置、管理、及び処分に関する条例を次のとお

り制定したいので、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

平成２０年９月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由といたしましては、紀美野町ふるさとまちづくり応援寄附条例の制定に伴い

まして、本条例を制定するものでございます。 

  それでは、本条例の概要を、簡単でございますが、ご説明申し上げます。 

  第１条の設置目的でございますが、紀美野町ふるさとまちづくり応援寄附条例に基づ

き、寄附者から収受いたしました寄附金を適正に管理、運用するために、本条例を設置
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するものでございます。 

  第２条は、基金として積み立てる額についてでございますが、寄付条例の規定により

寄附された寄附金の額となってございます。 

  第３条は、基金に属する現金の管理についての規定でございまして、確実かつ有利な

方法により保管することとなってございます。 

  第４条は、運用益の処理でございますが、基金の運用から生じる収益は、一般会計歳

入歳出予算に計上して基金に繰り入れ、運用するものといたします。 

  第５条は、繰替運用に関する規定でございます。 

  第６条は、基金の処分に関する規定でございまして、寄附条例第２条各号に規定する

事業に要する費用に充てる場合に限り、その全部または一部を処分することとなってご

ざいます。 

  以上、簡単でございますが、本条例に関するご説明とさせていただきます。 

  ご審議のほどよろしくお願いを申し上げます。 

            （企画管財課長 牛居秀行君 降壇） 

◎日程第１６ 議案第８１号 紀美野町合併振興基金条例の制定について及び 

◎日程第１７ 議案第８２号 紀美野町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

条例の一部を改正する条例についてを一括上程 

○議長（美野勝男君）    日程第１６、議案第８１号、紀美野町合併振興基金条例の

制定について、及び日程第１７、議案第８２号、紀美野町特別職の職員で非常勤のもの

の報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例について、一括議題とします。 

  説明を願います。 

  総務課長、岡君。 

             （総務課長 岡 省三君 登壇） 

○総務課長（岡 省三君）    それでは、３１ページをご覧いただきたいと思います。 

  議案第８１号 紀美野町合併振興基金条例の制定について 

  紀美野町合併振興基金条例を次のとおり制定したいので、地方自治法第９６条第１項

の規定により議会の議決を求める。 

平成２０年９月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由は、紀美野町合併振興基金を整備するものであります。 

  次に、内容についてご説明申し上げます。 
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  紀美野町合併振興基金条例 

  設置の目的でございますが、町民の連携強化及び地域振興を図る事業の財源に充てる

ため、紀美野町合併振興基金を設置する。 

  第２条 積み立てでございますが、基金として積み立てる額は、毎年度一般会計歳入

歳出予算で定める。 

  第３条 管理ですが、基金に属する現金は、金融機関への預金その他、最も確実かつ

有利な方法により保管しなければならない。 

  ２ 基金に属する現金は、必要に応じ、最も確実かつ有利な有価証券にかえることが

できる。 

  第４条 運用益の処理でございます。 

  基金の運用から生じる収益は、予算に計上して、基金に繰り入れるものとする。 

  第５条 繰り替えの運用でございます。 

  町長は、財政上必要があると認めるときは、確実な繰り戻しの方法、期間及び利率を

定めて、基金に属する現金を歳計現金に繰り替えて運用することができる。 

  第６条 処分でございます。 

  基金は、第１条に規定する基金の設置の目的を達成するために必要な経費の財源に充

てる場合に限り、これを処分することができる。 

  委任事項ですが、第７条 この条例の施行に関し必要な事項は、町長が定める。 

  附則 この条例は、公布の日から施行する。 

  この合併特例債でございますが、１０年間で１０億５,０００万円の積み立てを行い

まして、一般会計での運用ができるということでございますので、毎年１億円ぐらいず

つ積み立てたいというふうに考えておるわけでございます。一般会計の会計からの、そ

のうち、１０億のうちですが、５％を一般会計から持ち出さんなんということの規定が

ございます。 

  続きまして、議案第８２号について説明を申し上げます。３３ページをご覧いただき

たいと思います。 

  紀美野町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例

について 

  紀美野町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条例の一部を次のとおり改

正したいので、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 
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平成２０年９月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございますが、地方自治法の改正に伴うものでございます。 

  次に、内容についてご説明を申し上げます。 

  紀美野町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例

でございまして、紀美野町の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条例の一

部を次のとおり改正するものでございます。 

  この法第２０３条で、議員及び各種行政委員の報酬に関して規定されていたわけでご

ざいますが、今回の改正によりまして、行政委員等の報酬についての規定を２０３条の

２に独立して定められるものでございます。 

  以上、簡単ですが、説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

             （総務課長 岡 省三君 降壇） 

◎日程第１８ 議案第８３号 紀美野町税条例の一部を改正する条例について 

○議長（美野勝男君）    日程第１８、議案第８３号、紀美野町税条例の一部を改正

する条例について議題とします。 

  説明を願います。 

  税務課長、山本君。 

             （税務課長 山本倉造君 登壇） 

○税務課長（山本倉造君）    議案第８３号についてご説明申し上げます。 

  紀美野町税条例の一部を改正する条例について 

  紀美野町税条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条第１項の規

定により議会の議決を求める。 

平成２０年９月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由、町寄附金控除の対象を指定するものであります。 

  紀美野町税条例の一部を改正する条例 

  この条例は、６月の議会で承認いただきました町税条例の寄附金条例の部分の改正に

ついて、別表を定めていませんでしたので、別表を追加する条例の改正でございます。 

  内容につきましては、それぞれの町が独自に指定した団体や法人を寄附金控除の対象

とすることができるというふうに、地方税法が改正されていますので、紀美野町といた

しまして、３４条の７第１項第３号より第９号、及び第１２号に掲げる寄附金につきま

しては、町内に主たる事務所を有する法人、または団体に対する寄附金。 
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  もう一つ、３４条の７第１項第１０号に掲げる寄附金につきましては、和歌山県内に

主たる事務所を有する法人に対する寄附金として定めさせていただくことといたしまし

た。 

  附則といたしまして、この条例は平成２１年４月１日から施行いたします。２０年中

の寄附について、２１年度の町民税の控除の対象とすることにいたしてございます。 

  よろしくご審議をお願いします。 

             （税務課長 山本倉造君 降壇） 

◎日程第１９ 議案第８４号 紀美野町保育所条例の一部を改正する条例について 

○議長（美野勝男君）    日程第１９、議案第８４号、紀美野町保育所条例の一部を

改正する条例について議題とします。 

  説明を願います。 

  保健福祉課長、井上君。 

            （保健福祉課長 井上 章君 登壇） 

○保健福祉課長（井上 章君）    議案書の３７ページをお開きください。 

  議案第８４号 紀美野町保育所条例の一部を改正する条例について 

  紀美野町保育所条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条第１項

の規定により議会の議決を求める。 

平成２０年９月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案の理由といたしましては、紀美野町立志賀野保育所を廃止するものでございます。 

  次の３８ページをお願いいたします。 

  紀美野町保育所条例の一部を改正する条例 

  紀美野町保育所条例の一部を次のとおり改正するということで、第２条の表中、名称

の部分でございます。「紀美野町立志賀野保育所」、それから位置の部分でございます

「紀美野町西野２３番地」を削除するものでございます。 

  附則につきましては、施行期日の規定でありまして、平成２０年１０月１日から施行

するものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、ご説明とさせていただきます。どうかよろしくお願い

いたします。 

            （保健福祉課長 井上 章君 降壇） 

◎日程第２０ 議案第８５号 紀美野町土地開発公社定款の一部を改正する定款について 
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○議長（美野勝男君）    日程第２０、議案第８５号、紀美野町土地開発公社定款の

一部を改正する定款について議題とします。 

  説明を願います。 

  企画管財課長、牛居君。 

            （企画管財課長 牛居秀行君 登壇） 

〇企画管財課長（牛居秀行君）    それでは、議案書の３９ページをご覧ください。 

  議案第８５号 紀美野町土地開発公社定款の一部を改正する定款について 

  紀美野町土地開発公社の定款の一部を別紙のとおり改正したいので、公有地の拡大の

推進に関する法律第１４条第２項の規定により議会の議決を求める。 

平成２０年９月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由といたしましては、民法及び公有地の拡大の推進に関する法律の改正に伴い

まして、紀美野町土地開発公社の定款の一部を改正するものでございます。 

  次ページをご覧ください。 

  紀美野町土地開発公社定款の一部を改正する定款 

  紀美野町土地開発公社定款の一部を次のように改定する。 

  第８条第３項中「民法第５９条」を、「公有地の拡大の推進に関する法律第１６条第

８項」に改める。 

  附則 この定款は平成２０年１２月１日から施行する。 

  今回の定款の一部改正につきましては、現行の定款第８条第３項では、「監事は民法

第５９条の職務を行う」となっておりますが、それを「監事は公有地の拡大の推進に関

する法律第１６条第８項の職務を行う」と改正するものでございます。 

  要約いたしますと、この改正によりまして、土地開発公社の監事の職務の権限が強化

されたということでございます。今までは、著しく不当な事項があると監事が認めると

きには、総会または主務官庁に報告するためには、総会をまず招集する必要がございま

したが、この改正によりまして、「監事は土地開発公社の業務を監督する都道府県知事

に直接報告する」となったものでございます。 

  以上、簡単でございますが、土地開発公社定款の一部を改正する定款のご説明とさせ

ていただきます。ご審議のほどよろしくお願いを申し上げます。 

              （企画管財課長 牛居秀行君 降壇） 

◎日程第２１ 議案第８６号 紀美野町道路線の廃止について及び 
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◎日程第２２ 議案第８７号 工事請負契約の締結について（平成２０年度町道谷線改良 

              工事（第１工区）） 

○議長（美野勝男君）    日程第２１、議案第８６号、紀美野町道路線の廃止につい

て、及び日程第２２、議案第８７号、工事請負契約の締結について議題とします。 

  説明願います。 

  建設課長、山本君。 

             （建設課長 山本広幸君 登壇） 

○建設課長（山本広幸君）    それでは、４１ページをお願いいたします。 

  議案第８６号 紀美野町道路線の廃止について 

  次のとおり紀美野町道路線廃止をすることについて、道路法第１０条第１項の規定に

より議会の議決を求める。 

平成２０年９月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  廃止路線ですが、路線番号５号、河南線、延長３,９９９.７メーター、これは福田字

落合から樋下字垣内の間です。この路線は、国道３７０号美里バイパス線、小川橋から

野中大角間と重複している区間と、現道がない未改良区間の廃止でございます。 

  次に、路線番号３３１号、大木第２支線、延長８３.５メーター、松瀬字植松から吉

野字薬師尾通の間で、町営住宅の廃止によるものでございます。 

  路線番号３９９号、火葬場線、延長９４.１メーター、下佐々字常田地内で、旧野上

町時代の火葬場の廃止によるものでございます。 

  路線番号４０１号、南野尻線、延長２８.４メーター、下佐々字南野尻地内で、町営

住宅の廃止によるものでございます。 

  路線番号４０７号、４０８号、４０９号、下佐々住宅６号、７号、８号線は、同じ吉

見橋右岸側の町営住宅地内の３路線で、合計延長は９６.５メーター、町営住宅の廃止

に伴うものでございます。 

  路線番号５３２号、常田吉見線、延長２９６.２メーター、下佐々字常田から上吉見

の間です。この路線は、県道の改良や福祉センター造成時に町道に払い下げられたもの

ですが、現在は道路の機能を有していませんので、廃止をするものでございます。 

  路線番号４０５６号、大谷池線、延長３９５メーター、福田字念樋地内で、現在はサ

ン・リゾートゴルフ場となってございます。 

  以上が、各路線の廃止の理由ですが、時期的にも随分古い事案もありますが、合併後
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の町道台帳の見直しによるものでございますので、よろしくお願いいたします。 

  続きまして、４２ページをお願いいたします。 

  議案第８７号 工事請負契約の締結について 

  次のとおり工事請負契約を締結したいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得または処分に関する条例第２条の規定により議会の議決を求める。 

平成２０年９月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  契約の目的ですが、平成２０年度町道谷線道路改良工事（第１工区）です。 

  契約方法は、指名競争でございます。 

  契約金額は、１億１,４９８万５,５００円となっております。 

  契約の相手方は、和歌山県海草郡紀美野町田２４６番地２ 桐浴建設 代表者 桐浴

靖宣。 

  入札の概要について説明いたします。設計額１億５,３９３万円で、予定価格は１億

５,３９３万円と、事前公表を行っております。平成２０年８月２２日に、町内業者１

４社により入札を執行いたしました。 

  結果、桐浴建設さんが１億１,４９８万５,５００円で落札され、設計額に対して７４.

７％の落札率でございます。仮契約を、平成２０年８月２５日にしております。 

  続きまして、工事の概要について説明いたします。 

  工事場所は紀美野田地内で、中前商店の斜め川向かい地点が、今回の工事起点となっ

ております。工事施工延長は２６４メーター、道路幅員５メーターの計画となっており

ます。 

  この間の主な工事内容ですが、切り取り床堀土工で４,８３８立米、大型ブロック積

み直壁式が１２０平米、擁壁工、アンカー式が７６１平米、ボックスカルバート、幅４.

５メーター、高さが２.７メーターが２１メーターとなっております。 

  それから、道路Ｕ字型側溝ですが、３００型で２６６メーター、交通安全施設、ガー

ドレールは２７０メーターが計画されています。 

  また、工事期間ですが、議案可決の日から平成２１年３月２４日までとなっています。 

  以上、簡単ですが、説明とします。よろしくお願いいたします。 

             （建設課長 山本広幸君 降壇） 

 休 憩 

○議長（美野勝男君）    しばらく休憩します。午後１時３０分から再開いたします。 
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              （午前 １１時４７分） 

            ――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

              （午後 １時２８分） 

◎日程第２３ 議案第８８号 平成２０年度紀美野町一般会計補正予算（第４号）につい 

              て 

○議長（美野勝男君）    日程第２３、議案第８８号、平成２０年度紀美野町一般会

計補正予算（第４号）について議題とします。 

  説明を願います。 

  総務課長、岡君。 

             （総務課長 岡 省三君 登壇） 

○総務課長（岡 省三君）    それでは、４３ページをご覧いただきたいと思います。 

  議案第８８号 平成２０年度紀美野町一般会計補正予算（第４号） 

  平成２０年度紀美野町の一般会計補正予算（第４号）は次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億７,５７０万４,０００円を追 

      加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７５億４,０７８万円とする。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の 

      歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

   第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

平成２０年９月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  それでは、５０ページをご覧いただきたいと思います。 

  事項別明細について説明を申し上げます。 

  まず、歳入の方ですが、地方交付税でございますけれども、２７６万４,０００円を

増額いたしまして、３５億２,２７６万４,０００円となります。 

  それから、県支出金でございますけども、総務費の県補助金で６６２万６,０００円

を減額しまして、１７３万８,０００円となります。これは、紀の川流域の水源地域整

備振興事業補助金を減額するものでございます。これは当初、吉見集会所に充てておっ
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たわけでございますが、減額でございます。 

  それから、農林水産業費県補助金の方ですが、７６５万５,０００円を増額しまして、

９,２９４万９,０００円となります。これは主に、紀の国森づくり基金活用事業補助金

でございます。 

  それから、６土木費県補助金の方ですが、２０万円の増額をいたしまして、５７０万

円となります。これは町道改良事業補助金でございます。町道谷線でございます。 

  それから、教育費県補助金でございますが、４４２万円を増額しまして、６１５万３,

０００円となります。これは紀の川流域の水源地整備事業振興補助金でございますが、

これは天文台の整備を行うものでございます。 

  続きまして、１７の寄附金でございますが、ふるさとまちづくり応援寄附金でござい

ます。１０万円を増額いたしまして、１０万円となります。これはふるさとのまちづく

りの応援寄附金でございます。これはふるさと納税といいましょうか、そういった寄附

金でございます。一応１０万円という予算を計上しております。 

  それから、繰越金の方でございますが、１億３,９３７万６,０００円を増額いたしま

して、２億３,４８３万３,０００円となります。これは前年度の繰越金でございます。 

  続きまして、次のページをご覧いただきまして、雑入の方でございますが、７６１万

５,０００円を増額しまして、６,２９２万６,０００円となります。これは、右の方に

書いております農業者年金業務の委託料、それから光ファイバー設備移転補償費、環境

保全促進事業助成金、公的年金からの特別徴収制度導入事業の助成金でございます。 

  それから、町債の方でございますが、総務債の方で、一般単独事業債でございますが、

１億２,２９０万円の増額いたしまして、２億８,０８０万円となります。これは合併特

例債でございまして、吉見集会所の方へ２,７９０万円、それから９,５００万円の方を、

合併特例債で基金に積み立てるものでございます。 

  それから、土木債の方でございますが、４,０８０万円を増額しまして３億４,１１０

万円となります。これは辺地対策債でございまして、町道の鎌滝上ケ井線と、それから

谷線の増額でございます。 

  それから、１０の衛生債でございますが、５,６５０万円を新たにくりまして、これ

は合併特例債でございますが、５,６５０万円でございます。これは、五色台の駐車場

の整備事業の負担金を合併特例債に充てたいと考えております。 

  それから、続きまして歳出の方を説明させていただきます。 
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  総務費の一般管理費でございますが、２２万６,０００円の増額でございまして、３

億３,５１６万３,０００円となります。これは職員手当の児童手当等でございます。 

  それから、電子計算費の方でございますが、４２２万６,０００円の増額いたしまし

て、４,０９４万１,０００円となります。これは、主に光ケーブルの架設変更工事に伴

うものでございます。これは国道３７０号線の毛原地内での工事に伴うものでございま

す。 

  それから、自治振興費の方でございますが、２,１６６万７,０００円の増額をいたし

まして、１億３,４７０万６,０００円となります。これは、主に吉見集会所の建築費用

に伴うものでございます。 

  続きまして、防災諸費でございますが、３８万４,０００円の増額いたしまして、４,

４７０万６,０００円となります。これは、防災行政無線の個別受信機の設置を行うも

のでございます。 

  次のページをご覧いただきたいと思います。 

  総務費の徴税費の方ですが、税務総務費で１,１４４万８,０００円の増額をいたしま

して、１億６７５万円６,０００円となります。これは、主に過誤納の還付金でござい

ます。 

  次に、賦課徴収費でございますが、９９８万９,０００円を増額しまして、３,０９８

万２,０００円となります。これは、主に電子計算機の委託料等でございます。 

  それから、総務費の戸籍住民登録台帳費でございますが、９万円を増額いたしまして、

３,２６３万３,０００円となります。これは印刷製本費等でございます。 

  それから、民生費に参りまして、社会福祉費の老人福祉でございますが、７万円増額

しまして、９,７８０万５,０００円となります。これは、児童手当等でございます。 

  老人医療費の方では、４,０００円の増額で、３４万４,０００円となります。これは

過年度還付金でございます。 

  それから、重度心身障害者医療費の方でございますが、１４０万７,０００円増額し

まして、１億１,５８９万６,０００円となります。これは、償還金利子及び割引料でご

ざいます。 

  それから、乳幼児医療費も、５万１,０００円増額しまして、１,７３２万３,０００

円となります。これも過年度の返還金でございます。 

  それから、ひとり親家庭医療費の方も、３５万１,０００円増額しまして、７３０万
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６,０００円となります。これも過年度の返還金でございます。 

  それから、老人保健事業費の方では、８２万円増額しまして、１,６６４万９,０００

円となります。これは繰出金でございます。 

  それから、介護保険事業費の方で、２７万４,０００円増額しまして１億８,７０２万

３,０００円となります。これも、介護保険事業の特別会計の繰出金でございます。 

  それから、後期高齢者医療費の方で、２万５,０００円増額しまして、２億２,５９１

万８,０００円となります。これも、後期高齢者医療特別会計への繰出金でございます。 

  次に、民生費の児童福祉の方でございますが、１万９,０００円増額しまして、１,１

２９万５,０００円となります。これも過年度の返還金でございます。 

  それから、児童手当の方ですが、４,０００円増額しまして、５,０６０万８,０００

円となります。これも過年度の返還金でございます。 

  続きまして、次のページをめくっていただきます。 

  保育所費の方ですが、１５万８,０００円の増額しまして、２２万１,６５２円となり

ます。これは、樹木の伐採処理手数料でございます。 

  それから、学童保育費の方ですが、５,０００円増額しまして、３５５万４,０００円

となります。これは、家電リサイクルの手数料等でございます。 

  次に、衛生費の方へ参りまして、保健衛生費の総務費の方で１万４,０００円の増額

をいたしまして、３億１,５８５万９,０００円となります。これは、非常勤の職員の報

酬でございます。 

  それから、環境衛生費の方では、５,８２６万８,０００円を増額いたしまして、１億

４,３１８万５,０００円となります。これは、主に五色台の建設の負担金でございます。

それから、繰出金の、前年の繰出金が減となっております。 

  それから、成人保健の対策費は、これは科目の組み替えでございます。委託料を扶助

費の方へ回すための、これは科目の変更でございます。 

  それから、診療所費でございますが、１,０９３万２,０００円の減額をいたしまして、

６２８万６,０００円となります。これは、国民健康保険診療所事業特別会計への繰出

金の減によるものでございます。 

  続きまして、衛生費の清掃費の方でございますが、塵芥処理費の方で９万５,０００

円の増額しまして、１億５,５８７万６,０００円となります。これは、償還金利子及び

割引料の方でございます。 
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  それから、農林水産業費の方へ参りまして、農業費でございますが、農業委員会の減

額でございます。３万３,０００円で、２,２２５万７,０００円となります。これは、

農地基本台帳マスター入力手数料等でございます。 

  それから、農業振興費でございますが、３４万５,０００円を増額しまして、６,２３

２万９,０００円となります。これは、農産物鳥獣防止対策事業補助金等でございます。 

  それから、地籍調査事業費の方ですが、１７１万８,０００円の減額で、９,９００万

７,０００円となります。これは、測量委託費が入札等によりまして減額されたもので

ございます。 

  それから、林業費の方へ参りまして、総務費の方で７３８万９,０００円を増額しま

して、４,９５１万４,０００円となります。これは、主に美しい郷づくり事業の費用で

ございます。 

  それから、林道整備費の方では、８万９,０００円を増額しまして、５,２１９万円９,

０００円となります。 

  それから、土木費の方ですが、道路橋梁費の方で道路新設改良費でございますが、４,

１５２万５,０００円を増額しまして、５億８,１０７万１,０００円となります。これ

は、主に町道鎌滝上ケ井線の視距改良工事、それから町道平中通り２号線改良工事、町

道谷線改良工事、町道谷線の改良工事、これは県の分ですが、それから柴目七山バイパ

ス線改良工事等による増減の予算でございます。 

  それから、消防費の方へ参りまして、常備消防費の方ですが、３万５,０００円の増

額をいたしまして、２億８,２１３万７,０００円となります。これは、児童手当の増額

でございます。 

  それから、教育費の教育総務費の教育委員会費ですが、６万円増額しまして、１２７

万円となります。費用弁償等でございます。 

  それから、教育諸費で５万６,０００円を増額しまして、４,１７９万７,０００円と

なります。これは主に翻訳・通訳コースＡＬＴ研修負担金等でございます。 

  次に、教育費、小学校費の学校管理費ですが、７万５,０００円を増額しまして、４,

８２０万３,０００円となります。これは燃料費等でございまして、次に書かれてる中

学校費等で調整を行ったものでございまして、学校間で、給食を毛原小学校でつくって

るという関係で、ガス代の方が、中学校費から小学校の方へ移すものでございます。 

  今説明したように、次は中学校費の方ですが、減額の予算にしております。 
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  次のページをご覧いただきたいと思います。 

  社会教育費の方ですが、生涯学習振興費の方では、これは財源の振り替えでございま

す。 

  それから、文化財保護費の方ですが、４万３,０００円の増額で、１７万５,０００円

となります。 

  それから、みさと天文台の管理運営費の方ですが、８８４万円の増額で、３,７５７

万１,０００円となります。これは、天文台の補修工事、修繕工事等による費用でござ

います。 

  それから、セミナーハウス未来塾管理運営費の方でございますが、これは科目の振り

替えでございまして、２４万７,０００円を、施設管理委託料の方へ移すものでござい

ます。 

  文化センター管理費の運営費でございますが、これは財源の振り替えでございます。 

  それから、教育の保健体育費でございますが、これは備品購入の３１万円の増額でご

ざいます。 

  それから、諸支出金の方ですが、基金費の方でございます。財政調整基金ですが、１

億２,０００万円を増額しまして、１億２,１７１万１,０００円となります。これは積

立金でございまして、財政調整基金の積立金でございます。 

  それから、合併振興基金の積立金ですが、１億円積み立てます。大体、積立金の方で、

合併振興基金の積立金１億円となります。 

  それから、ふるさとまちづくり応援基金の方でございますが、これ１０万円を積み立

ていたします。 

  地方債の補正の方を説明させていただきます。４７ページをご覧いただきたいと思い

ます。 

  これは、限度額の補正で、変更でございます。一般単独事業債の方で、総務管理施設

事業、それから児童福祉施設整備事業、農業施設整備事業、道路橋梁整備事業、保健体

育施設整備事業、消防の防災施設の整備事業、保健衛生施設整備事業、基金整備事業等

で、限度額の変更をいたしまして、４億７,３７０万円となります。 

  それから、辺地対策事業債の変更をいたしまして、これは農業施設整備事業と道路橋

梁整備事業でございまして、２億３,０８０万円を２億７,１６０万円とするものでござ

います。 
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  以上、簡単ですが、説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

             （総務課長 岡 省三君 降壇） 

◎日程第２４ 議案第８９号 平成２０年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算 

              （第１号）についてから 

◎日程第２７ 議案第９２号 平成２０年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算 

              （第２号）についてまで一括上程 

○議長（美野勝男君）    日程第２４、議案第８９号、平成２０年度紀美野町国民健

康保険事業特別会計補正予算（第１号）について、日程第２５、議案第９０号、平成２

０年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第２号）について、日程第

２６、議案第９１号、平成２０年度紀美野町老人保健事業特別会計補正予算（第３号）

について、及び日程第２７、議案第９２号、平成２０年度紀美野町後期高齢者医療特別

会計補正予算（第２号）について、一括議題とします。 

  説明を願います。 

  住民課長、中尾君。 

             （住民課長 中尾隆司君 登壇） 

○住民課長（中尾隆司君）    それでは、６１ページを見ていただきたいと思います。 

  議案第８９号 平成２０年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

  平成２０年度紀美野町の国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１９２万円を追加し、歳入歳出 

      予算の総額を歳入歳出それぞれ１４億５,６７９万６,０００円とする。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の 

      歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２０年９月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ６６ページをお願いします。 

  ２の歳入でございます。１０款、繰入金、１項、繰入金でございます。２目の財政調

整基金繰入金で、補正額で１３６万６,０００円を増額し、２,９８７万７,０００円と

なります。これにつきましては、財政調整基金の繰り入れでございます。 

  次に、１１款、繰越金、１項、繰越金、１目、繰越金で、５５万４,０００円を増額
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し、１,０５５万４,０００円となります。これは前年度の繰越金でございます。 

  次のページお願いします。 

  ３の歳出でございます。８款、保健事業費、１項、特定健診審査等事業費、１目特定

健診審査等事業費、補正額を４万円を増額し、１,０４５万１,０００円となります。こ

れにつきましては、報償費として医師等の報償の追加分でございます。 

  ９款、諸支出金、１項、償還金及び還付加算金、３目、償還金でございます。１８８

万円を増額して１８９万円となります。これにつきましては、償還金利子及び割引料と

して、過年度の償還金ということで平成１９年度の退職者医療給付金の額の決定に伴い

まして、交付金の返還ということになります。 

  次のページをお願いします。 

  議案第９０号 平成２０年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第

２号） 

  平成２０年度紀美野町の国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第２号）は、次

に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１億１,３９７万円とする。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後 

      の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２０年９月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ７２ページをお願いします。 

  ２の歳入でございます。３款、繰入金、１項、繰入金、１目、一般会計繰入金、補正

額として１,０９３万２,０００円を減額しまして、６２８万６,０００円となります。

これは、一般会計繰入金の減額でございます。 

  ５款、繰越金、１項、繰越金、１目、繰越金で１,０９３万２,０００円を増額し、１,

１０３万２,０００円となります。これは、繰越金で１,０９３万２,０００円を増額す

るものであり、繰越金の確定に伴い一般会計からの繰入金を減額するものであります。 

  次のページをお願いします。 

  議案第９１号 平成２０年度紀美野町老人保健事業特別会計補正予算（第３号） 

  平成２０年度紀美野町の老人保健事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めると

ころによる。 
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 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ６５７万８,０００円を追加し、 

      歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億９,６１５万９,０００円とする。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の 

      歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２０年９月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ７８ページをお願いします。 

  ２の歳入です。１款、支払基金交付金、１項、支払基金交付金、１目、医療費交付金

で３２４万円を増額し、１億４４１万５,０００円となります。これは、現年度分の補

正であります。 

  ２、審査支払手数料交付金、２万円を増額し、５４万４,０００円となります。これ

も現年度分の増でございます。 

  ２款の国庫支出金、１項、国庫支出金、１目、医療費交付金で１９９万９,０００円

を増額し、５,９８１万５,０００円となります。これも現年度分の増でございます。 

  ３款、県支出金、１項、県負担金、１目、医療費負担金、４９万９,０００円を増額

し、１,４７３万４,０００円となります。 

  次に、４款、繰入金、１項、一般会計繰入金として、１目、一般会計繰入金で８２万

円を増額し、１,６６４万９,０００円となります。 

  次のページをお願いします。 

  ３の歳出です。１款、総務費、１項、総務管理費、１目、一般管理費で３１万５,０

００円を増額し、９１万円となります。これは委託料として、レセプト点検委託料とい

うことで、平成２０年３月までの診療分でございます。 

  ２款、医療諸費、１項、医療諸費、１目、医療給付金で、５８４万２,０００円を増

額し、１億７,３４９万８,０００円となります。これは負担金補助及び交付金として、

国保分と社保分の５８４万２,０００円の分でございます。 

  ２目、医療費支給費で４０万円を増額し、１,２５３万５,０００円となります。これ

も負担金補助及び交付金として、柔道整復等の分でございます。 

  ３目、審査支払手数料として２万１,０００円を増額し、５４万４,０００円となりま

す。これは、委託料として審査支払委託料でございます。 

  次のページをお願いします。 
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  議案第９２号 平成２０年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

  平成２０年度紀美野町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、次に定める

ところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２万５,０００円を追加し、歳

入 

      歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億２,８００万８,０００円とする。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の 

      歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２０年９月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ８５ページをお願いします。 

  ２の歳入です。３款、繰入金、１項、繰入金で、１目、一般会計繰入金で、補正額で

２万５,０００円を増額し、２億２,３４３万４,０００円となります。これは事務費の

繰入金でございます。 

  次のページをお願いします。 

  ３の歳出です。１款、総務費、１項、総務管理費、１目一般管理費で、２万５,００

０円の増額して、１,６５６万１,０００円となります。これは過年度の返還金として、

１９年度の額の決定に伴い補助金の超過分を返還する分であります。 

  以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。よろしくお願いします。 

             （住民課長 中尾隆司君 降壇） 

◎日程第２８ 議案第９３号 平成２０年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第 

              ２号）について 

○議長（美野勝男君）    日程第２８、議案第９３号、平成２０年度紀美野町介護保

険事業特別会計補正予算（第２号）について。 

  説明を願います。 

  保健福祉課長、井上君。 

            （保健福祉課長 井上 章君 登壇） 

○保健福祉課長（井上 章君）    議案書の８７ページをお開きください。 

  議案第９３号 平成２０年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

  平成２０年度紀美野町の介護保険事業特別会計補正予算（第２号）は次に定めるとこ
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ろによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１,４７３万３,０００円を追加 

      し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１４億１,１９６万４,０００円 

      とする。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後 

      の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２０年９月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  議案書の９２ページをお開きください。 

  まず、歳入でございます。第６款、繰入金、１項、３目の地域支援事業繰入金で２７

万４,０００円の増額でございます。これにつきましては、職員給与費に係る繰入分で

ございます。 

  続いて、７款、繰越金、１項、１目の繰越金でございます。１,４４５万９,０００円

の増額でございます。これにつきましては、前年度の繰越金でございます。 

  続いて歳出でございます。１枚めくっていただきまして、９３ページの２款の保険給

付費、１項、５目の居宅介護住宅改修費で１００万円の減額でございます。これについ

ては、居宅介護住宅改修の１００万円の減額となります。 

  続いて、２款の保険給付費の２項、３目の介護予防住宅改修費で１００万円の増額で

ございます。これは介護予防住宅改修費が伸びておりますので、この住宅改修の方の１

００万円をこちらへ持ってきたと、こういうふうな組み替えになっております。 

  ４款の地域支援事業費、１項、２目の介護予防一般高齢者施策事業費で７万５,００

０円の増額でございます。これについては、給料と人件費の増額でございます。 

  次の４款、２項、３目の総合相談事業費で１９万９,０００円の増額でございます。

これも同じく、人件費の増額ということでございます。 

  それから、次のページの６款、諸支出金、１項、１目の償還金で、１,４４５万９,０

００円の増額でございます。これにつきましては、過年度の国費分、あるいは県費分、

支払基金分の返還金でございます。 

  以上、説明とさせていただきます。どうかよろしくお願いいたします。 

            （保健福祉課長 井上 章君 降壇） 

◎日程第２９ 議案第９４号 平成２０年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会 
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              計補正予算（第２号）について 

○議長（美野勝男君）    日程第２９、議案第９４号、平成２０年度紀美野町のかみ

ふれあい公園運営事業特別会計補正予算（第２号）について。 

  説明を願います。 

  産業課長、増谷君。 

             （産業課長 増谷守哉君 登壇） 

○産業課長（増谷守哉君）    それでは、９５ぺージをご覧ください。 

  議案第９４号 平成２０年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計補正予算

（第２号） 

  平成２０年度紀美野町ののかみふれあい公園運営事業特別会計補正予算（第２号）は

次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１,０６１万円を追加し、歳入

歳 

      出予算の総額を歳入歳出それぞれ６,１２４万４,０００円とする。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後 

      の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２０年９月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  まず、歳入の方からご説明させていただきます。１００ページをご覧ください。 

  ２、歳入、第１款、使用料及び手数料、第１項、使用料、１目、観光施設等使用料、

補正額２１９万円を増額しまして、２,９７４万４,０００円となります。この内訳は、

ふれあい公園施設の使用料を２１９万円見直し、増額するものであります。 

  次、３款、繰越金、１項、繰越金、１目、繰越金、前年度繰越金８４１万６,０００

円を増額いたしまして、１,８８２万２,０００円となります。これは、前年度からの繰

越金の差額見直し分の増額となってございます。 

  次、第４款、諸収入、２項、雑入、１目、雑入、このごみ袋代４,０００円につきま

しては、紀美野町のごみ収集場の変更に伴いまして、オートキャンプ場利用者への指定

ごみ袋の販売による収入でございます。 

  次、めくっていただきまして、３、歳出、１款、総務費、１項、施設管理費、１目、

一般管理費、補正額１１９万８,０００円を増額いたしまして、５,０７３万２,０００
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円となります。需用費として５５万円の増額、委託料といたしまして３０万４,０００

円、公課費といたしまして３４万４,０００円となってございます。 

  需用費の内訳といたしましては、修繕費５５万円、これにつきましては公園内の中水

道の給水ポンプの故障に伴う修繕費ということになってございます。 

  委託料の電気保安管理委託料１万２,０００円につきましては、委託料の確定により

まして、その差額分の増額をお願いするものでございます。ごみ収集委託料２９万２,

０００円、これにつきましては、紀美野町のごみ収集場の変更に伴いまして、公園より

発生するごみの収集に係る委託料でございます。 

  次、公課費、消費税納付金３４万４,０００円ですが、これは平成１９年度の消費税

納付金の金額が確定したために、その差額分をお願いするものでございます。 

  次、３款、諸支出金、第１項、基金費、１目、財政調整基金費９４１万２,０００円

増額いたしまして、９５１万２,０００円となります。この内訳は、のかみふれあい公

園運営事業費の財政調整基金への積立金でございます。 

  以上、説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

             （産業課長 増谷守哉君 降壇） 

◎日程第３０ 議案第９５号 平成２０年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計補正予算 

              （第２号）についてから 

◎日程第３２ 議案第９７号 平成２０年度紀美野町上水道事業会計補正予算（第２号） 

              についてまで一括上程 

○議長（美野勝男君）    日程第３０、議案第９５号、平成２０年度紀美野町野上簡

易水道事業特別会計補正予算（第２号）について、日程第３１、議案第９６号、平成２

０年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）について、及び日程第３

２、議案第９７号、平成２０年度紀美野町上水道事業会計補正予算（第２号）について

一括議題とします。 

  説明を願います。 

  水道課長、三宅君。 

             （水道課長 三宅敏和君 登壇） 

〇水道課長（三宅敏和君）    １０２ページをお願いいたします。 

  議案第９５号 平成２０年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

  平成２０年度紀美野町の野上簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は次に定める
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ところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１，８３６万７,０００円を追 

      加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億８４７万５,０００円と 

      する。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後 

      の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２０年９月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １０７ページをお願いをいたします。 

  歳入でございます。４款、繰入金、１目の一般会計繰入金が１万６,０００円の減額

でございます。これは、平成２０年度分の起債利率変更に伴い、交付税額が確定したこ

とによる減額でございます。 

  続きまして、７款、繰越金が１,８３８万３,０００円の増額でございます。これは、

平成１９年度決算において繰越金が確定したものでございます。 

  続きまして、１０８ページをお願いをいたします。 

  歳出でございます。２款、公債費、１目の利子が５,０００円の増額につきましては、

起債利率変更に伴い増額となったものでございます。 

  次の第３款、予備費１,８３６万２,０００円の増額につきましては、平成１９年度繰

越金の確定に伴うものでございます。 

  続きまして、１０９ページをお願いをいたします。 

  議案第９６号 平成２０年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

  平成２０年度紀美野町の美里簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定め

るところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ７８３万６,０００円を追加し、 

      歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１,８００万９,０００円とする。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の 

      歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

   第２条 地方債の追加は、「第２表 地方債補正」による。 
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                 平成２０年９月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １１５ページをお開きをいただきたいと思います。 

  歳入でございます。３款、繰入金、１目の一般会計繰入金１２６万３,０００円の減

額につきましては、歳出予算額の減額によるものでございます。 

  続きまして、４款、諸収入、１目の雑入が１３６万４,０００円の増額でございます。

これは、和歌山県が事業主体の国道３７０号、小規模道路改良工事に係る大角地内の農

道日浦上線水道管移設工事の補償金でございます。 

  次の５款、繰越金、１目の繰越金７３万５,０００円でありますが、これは、平成１

９年度決算において繰越金が確定したものでございます。 

  続きまして、７款、町債、１目の簡易水道事業債７００万円をお願いするものでござ

います。 

  続きまして、１１６ページをお願いします。 

  歳出でございます。１款、衛生費、２目、作業費、１５節、工事請負費１３６万４,

０００円の増額につきましては、先ほど歳入で説明させていただきましたとおり、国道

３７０号、小規模道路改良工事に伴う農道日浦上線の水道管移設工事でございます。 

  次の、３目の施設整備費、１５節の工事請負費７００万円の増額につきましては、水

道の先行工事として国道３７０号、美里バイパス配水管新設工事の工事請負費７００万

円をお願いするものでございます。 

  工事場所は、神野保育所の南側を走る国道３７０号バイパスで、延長４４０メートル

の区間でございます。 

  次の２款、公債費、２目の利子、２３節の長期債利子５２万８,０００円の減額につ

きましては、借入額及び利率確定に伴う減額でございます。 

  続きまして、少し戻っていただきまして、１１２ページをお願いをいたします。 

  第２表、地方債補正でございます。 

  まず、起債の目的でございますが、簡易水道整備事業でございます。 

  限度額につきましては７００万円。 

  起債の方法は、普通貸借または証券発行でございます。 

  利率につきましては、３.５％以内。ただし、利率見直し方式で借り入れる政府資金

及び地方公営企業等金融機構資金について利率の見直しを行った後においては、当該見

直し後の利率となります。 
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  次に、償還の方法でございますけれども、政府資金については、その融資条件により、

銀行その他の場合には、その債権者と協定するものによる。ただし、町財政の都合によ

り、据置期間及び償還期限を短縮し、または繰上償還もしくは低利に借り換えをするこ

とができる、といった内容でございます。 

  続きまして、１１７ページをお願いいたします。 

  議案第９７号 平成２０年度紀美野町上水道事業会計補正予算（第２号） 

  第１条 平成２０年度紀美野町上水道事業会計補正予算（第２号）は次に定めるとこ

ろによる。 

  第２条 平成２０年度紀美野町上水道事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支

出の予定額を次のとおり補正する。 

  まず、収入でございますけれども、第８款、水道事業収益につきましては、今回変更

はございません。 

  次に、支出でございますが、第９款、水道事業費用につきましては、変更はございま

せんけれども、内訳として第１項、営業費用につきましては３３万８,０００円の増額、

第４項、予備費については３３万８,０００円の減額をお願いするものでございます。 

  第３条 予算第４条本文括弧書を「資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額

２,８５９万５,０００円は、当年度分損益勘定留保資金２,５７９万３,０００円、繰越

利益剰余金１４２万４,０００円、及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整

額１３７万８,０００円で補てんするものとする。」に改め、資本的収入及び支出の予

定額を次のとおり補正するものでございます。 

  まず、収入でございます。１０款、資本的収入については、今回９００万円の増額を

お願いするものでございます。 

  支出でございますけれども、第１１款、資本的支出としまして９００万円をお願いす

るものでございます。内訳といたしましては、第１項、建設改良費として９００万円の

増額をお願いするものでございます。 

  平成２０年９月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １２０ページをお開きいただきたいと思います。 

  収益的収入及び支出でございますが、収入につきましては、今回変更はございません。 

  次に、支出でございますが、９款、水道事業費用、１項、営業費用、４目、業務及び

総係費で３３万８,０００円の増額でございます。内訳ですが、２節の時間外勤務手当
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５万円の増額、４節の報酬費で２８万８,０００円の増額をお願いするものでございま

す。 

  この報酬費につきましては、ご承知のとおり第８回の合併協議会におきまして、水道

料金については、合併後３年間は旧町それぞれの例によるものとし、その後統一するこ

とと確認されてございます。 

  そこで、今回紀美野町水道料金等改定審議会を設置し、委員の皆さん方にご審議をい

ただく方針でございますが、本審議会委員を町全体で１６名にお願いしたいと考えてご

ざいます。委員の報酬は、紀美野町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条

例の規定に基づきまして、日額６,０００円とし、３回の審議会を計画しているもので

ございます。 

  次の４項、予備費で、３３万８,０００円の減額をお願いするものでございます。 

  次に、１２１ページをお願いいたします。 

  資本的収入及び支出でありますが、まず収入ですが、１０款、資本的収入につきまし

ては９００万円の増額をお願いするものでありますが、これは支出の方で説明いたしま

すが、町道平中通り線道路工事に伴う水道管布設替え工事の補償金でございます。 

  次に、支出でございますが、１１款、資本的支出、１項、建設改良費、５０節の建設

改良費で９００万円の増額でありますが、これは備考欄に別記のとおり、町道平中通り

線道路工事に伴う布設替え工事費に７５０万円、及びこの工事に伴う測試委託業務費１

５０万円でございます。 

  以上、よろしくご審議をいただきまして、原案どおりご可決賜りますようお願い申し

上げます。 

             （水道課長 三宅敏和君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 散 会 

○議長（美野勝男君）    本日はこれで散会します。 

 なお、この後全員協議会を２時４５分から会議室で開きますので、ご参集ください。 

（午後 ２時４３分） 

 

 

 


